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令和元年せたな町議会決算審査特別委員会 第１号

令和元年９月２４日（火曜日）

○議事日程（第１号）

１ 会議録署名委員の指名について

２ 委員長の互選について

３ 副委員長の互選について

○出席委員（１０名）

委 員 長 平 澤 等 君 副委員長 道 高 勉 君

委 員 吉 田 実 君 委 員 桝 田 道 廣 君

委 員 橋 本 一 夫 君 委 員 熊 野 主 税 君

委 員 大 湯 圓 郷 君 委 員 横 山 一 康 君

委 員 石 原 広 務 君 委 員 菅 原 義 幸 君

○欠席委員（０名）

１ 本会議の事務に従事する職員は次のとおりである。

事 務 局 長 丹 羽 小 百 合 君

次 長 上 野 朋 広 君

事 務 局 総 務 係 原 田 翔 太 君
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開会 午後４時０５分

○臨時委員長（菅原義幸君） 委員会条例の定めるところにより、臨時に委員長の職務を行い

ます。

よろしくお願いいたします。

委員全員が出席しており定足数に達しておりますので、本特別委員会は成立しました。

よって、これによりせたな町議会決算審査特別委員会を開会いたします。

直ちに会議を開きます。

整理番号第１、会議録署名委員の指名を行います。会議録署名委員には、臨時委員長におい

て吉田委員、桝田委員を指名いたします。なお、この指名は本特別委員会開会中の指名といた

します。

整理番号第２、委員長の互選を行います。

互選方法についてお諮りいたします。全員協議会で確認のとおり投票により行います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○臨時委員長（菅原義幸君） 異議なしと認め、委員長の互選方法は投票で行うことに決しま

した。

委員会室の出入り口を閉めます。

（委員会室閉鎖）

○臨時委員長（菅原義幸君） ただいまの出席委員は１０名です。

次に立会人を指名いたします。

臨時委員長において、立会人に橋本委員、熊野委員を指名いたします。

投票用紙を配付いたします。

（投票用紙配付）

○臨時委員長（菅原義幸君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。

（「なし」と言う者あり）

○臨時委員長（菅原義幸君） 配付漏れはなしと認めます。

投票箱を点検いたします。

（投票箱点検）

○臨時委員長（菅原義幸君） 異状なしと認めます。

念のため申し上げます。

投票は単記無記名です。投票用紙に被選挙人の氏名を記載してください。

投票用紙に記入が終わったようでしら、ただ今から投票を行います。１番席の方から順次投

票願います。

（投 票）

○臨時委員長（菅原義幸君） 投票漏れはありませんか。

（「はい」と言う者あり）
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○臨時委員長（菅原義幸君） 投票漏れなしと認めます。これで投票を終わります。

これから開票を行います。

橋本委員、熊野委員、立ち会いをお願いいたします。

（開 票）

○臨時委員長（菅原義幸君） 選挙の結果を報告いたします。

投票総数１０票、これは出席委員数と符合しています。

そのうち有効投票１０票、無効投票ゼロ票です。

有効投票のうち平澤委員１０票、以上のとおりです。

この選挙の法定得票数は３票であります。したがいまして平澤委員が委員長に当選されまし

た。

会場の出入口を開きます。

（委員会室開鎖）

○臨時委員長（菅原義幸君） ただ今委員長に当選されました平澤委員が会場におられますの

で、当選の告知をいたします。

○委員長（平澤 等君） 慎んでお受けいたします。円滑な中にも有意義な決算委員会にして

まいりたいと思いますので、委員各位のご協力を切にお願い申し上げます。

○臨時委員長（菅原義幸君） これで臨時委員長の職務は全部終了いたしました。

ご協力ありがとうございます。

委員長と代わります。

暫時休憩いたします。

休憩 午後５時３２分

再開 午後５時３３分

○委員長（平澤 等君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

整理番号第３、副委員長の互選を行います。

互選方法についてお諮りいたします。

副委員長の互選方法も投票により行いたいと思います。

ご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認め、副委員長の互選方法は投票で行います。

委員会室の出入り口を閉めます。

（委員会室閉鎖）

○委員長（平澤 等君） ただ今の出席委員は１０名です。

次に立会人を指名いたします。

委員長において橋本委員、熊野委員を指名いたします。



- 4 -

投票用紙を配付いたします。

（投票用紙配付）

○委員長（平澤 等君） 投票用紙の配付漏れはございませんか。

（「なし」と言う者あり）

○委員長（平澤 等君） 配付漏れなしと認めます。

投票箱の点検を行います。

（投票箱点検）

○委員長（平澤 等君） 異状なしと認めます。

念のため申し上げます。

投票は単記無記名です。投票用紙に被選挙人の氏名を記載ください。

ただ今から投票を行います。１番席の方から順次投票願います。

（投 票）

○委員長（平澤 等君） 投票漏れはございませんか。

（「なし」と言う者あり）

○委員長（平澤 等君） 投票漏れなしと認めます。これで投票を終わります。

これから開票を行います。

橋本委員、熊野委員、立ち会いをお願いいたします。

（開 票）

○委員長（平澤 等君） 選挙の結果を報告いたします。

投票総数１０票、これは出席委員数と符合しております。

そのうち有効投票１０票、無効ゼロ票です。

有効投票のうち道高委員１０票、以上のとおりです。

この選挙の法定得票数は３票であります。したがいまして道高委員が副委員長に当選されま

した。

会場の出入り口を開きます。

（委員会室開鎖）

○委員長（平澤 等君） ただ今副委員長に当選されました道高委員が会場におられますので、

当選の告知をいたします。

○副委員長（道高 勉君） 誠に僭越でございますけれども、副委員長の役目を務めさせてい

ただきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

○委員長（平澤 等君） これで本日の本特別委員会はこれで休会とし、明日９月２５日午前

１０時から議場において再開いたしますので、ご参集お願いいたします。

以上で本特別委員会を散会いたします。

ご苦労様でした。

散会 午後５時３９分
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委員会条例第２８条の規定により署名する。

令和元年１１月 ６日

臨時委員長 菅 原 義 幸

委 員 長 平 澤 等

署 名 委 員 吉 田 実

署 名 委 員 桝 田 道 廣



- 1 -

令和元年せたな町議会決算審査特別委員会 第２号

令和元年９月２５日（水曜日）

○議事日程（第２号）

１ 認定第 １号 平成３０年度せたな町一般会計歳入歳出決算について

２ 認定第 ２号 平成３０年度せたな町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について

３ 認定第 ３号 平成３０年度せたな町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について

４ 認定第 ４号 平成３０年度せたな町介護保険事業特別会計歳入歳出決算について

５ 認定第 ５号 平成３０年度せたな町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算について

６ 認定第 ６号 平成３０年度せたな町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算について

７ 認定第 ７号 平成３０年度せたな町営農用水道等事業特別会計歳入歳出決算について

８ 認定第 ８号 平成３０年度せたな町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算について

９ 認定第 ９号 平成３０年度せたな町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算について

１０ 認定第１０号 平成３０年度せたな町風力発電事業特別会計歳入歳出決算について

１１ 認定第１１号 平成３０年度せたな町瀬棚港旅客施設事業特別会計歳入歳出決算について

１２ 認定第１２号 平成３０年度せたな町病院事業会計決算について

○出席委員（１０名）

委 員 長 平 澤 等 君 副委員長 道 高 勉 君

委 員 吉 田 実 君 委 員 桝 田 道 廣 君

委 員 橋 本 一 夫 君 委 員 熊 野 主 税 君

委 員 大 湯 圓 郷 君 委 員 横 山 一 康 君

委 員 石 原 広 務 君 委 員 菅 原 義 幸 君

○欠席委員（０名）

１．せたな町議会委員会条例第１９条の規定により、議長を通じて説明のため出席を求めた者は次

のとおりである。

町 長 高 橋 貞 光 君

教育委員会教育長 成 田 円 裕 君

農 業 委 員 会 会 長 原 田 喜 博 君

選挙管理委員会委員長 大 坪 観 誠 君

代 表 監 査 委 員 残 間 正 君

監 査 委 員 本 多 浩 君

（１）町長の委任を受けて出席する説明員
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副 町 長 佐 々 木 正 則 君

総 務 課 長 原 進 君

まちづくり推進課長 小 板 橋 司 君

財 政 課 長 佐 野 英 也 君

税 務 課 長 髙 橋 純 君

町 民 児 童 課 長 濱 口 喜 秋 君

認 定 こ ど も 園 長 鎌 田 郁 美 君

保 健 福 祉 課 長 樋 口 靖 君

農 務 課 長 佐 藤 英 美 君

水 産 林 務 課 長 横 川 洋 二 君

建 設 水 道 課 長 丹 羽 優 君

会 計 管 理 者 萩 原 勝 幸 君

国保病院事務局長 西 村 晋 悟 君

総 務 課 長 補 佐 小 林 和 仁 君

まちづくり推進課長補佐 阪 井 世 紀 君

財 政 課 長 補 佐 河 原 泰 平 君

税 務 課 長 補 佐 濱 登 幸 恵 君

町民児童課長補佐 坂 谷 洋 二 君

認定こども園副園長 伊 藤 悦 子 君

保健福祉課長補佐 浜 高 正 明 君

地域包括支援センター所長 長 内 京 君

農 務 課 長 補 佐 吉 田 有 哉 君

水産林務課長補佐 八 木 忠 義 君

大成水産種苗育成センター副所長 栄 田 武 志 君

建設水道課長補佐 平 田 大 輔 君

国保病院事務局次長 中 川 譲 君

経 営 戦 略 室 次 長 手 塚 清 人 君

財 政 課 主 幹 井 村 裕 行 君

財 政 課 主 幹 小 林 朱 央 君

町 民 児 童 課 主 幹 黒 澤 美 知 子 君

保 健 福 祉 課 主 幹 古 守 亜 珠 君

保 健 福 祉 課 主 幹 竹 内 亜 希 子 君

保 健 福 祉 課 主 幹 藤 谷 知 昭 君

地域包括支援センター主幹 今 川 勇 吾 君

建 設 水 道 課 主 幹 川 上 佳 隆 君

建 設 水 道 課 主 幹 金 澤 喜 嗣 君
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建 設 水 道 課 主 幹 鈴 木 涼 平 君

総 務 係 長 中 山 康 春 君

職 員 厚 生 係 長 尾 野 裕 也 君

地 域 生 活 係 長 岡 島 譲 二 君

防 災 係 長 斉 藤 哲 章 君

まちづくり推進係長 松 原 孝 樹 君

広 報 統 計 係 長 伊 藤 哲 史 君

商工労働観光係長 撫 養 和 伯 君

財 政 係 長 稲 船 洋 志 君

課 税 係 長 尾 野 真 也 君

徴 収 係 長 伊 瀬 亮 君

戸 籍 年 金 係 長 西 田 幸 恵 君

環 境 衛 生 係 長 北 山 典 孝 君

障 が い 福 祉 係 長 平 田 慎 太 郎 君

保 健 推 進 係 長 垣 本 利 子 君

包 括 支 援 係 長 大 久 保 麻 未 君

地 域 支 援 係 長 金 澤 早 苗 君

地 域 支 援 係 長 田 畑 貴 子 君

農 政 係 長 大 庭 啓 君

耕 地 係 長 斉 藤 真 君

水 産 係 長 油 谷 好 彦 君

業 務 係 長 池 田 裕 之 君

土 木 係 長 桑 田 一 良 君

水 道 係 長 大 野 秀 幸 君

管 財 係 長 高 橋 真 一 君

出 納 係 長 山 川 彩 子 君

庶 務 係 長 近 藤 智 博 君

医 事 係 長 三 浦 三 津 枝 君

《大成総合支所》

支 所 長 杉 村 彰 君

次 長 佐 々 木 正 人 君

大成診療所事務長 古 守 幸 治 君

主 幹 奥 村 大 樹 君

主 幹 水 野 万 寿 夫 君

大 成 保 育 園 長 國 井 美 千 代 君

住 民 係 長 村 井 貴 大 君
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福 祉 係 長 藤 谷 希 君

《瀬棚総合支所》

支 所 長 上 野 宏 行 君

養護老人ホーム三杉荘所長 横 川 忍 君

次 長 増 田 和 彦 君

養護老人ホーム三杉荘次長 平 賀 英 治 君

主 幹 谷 川 一 志 君

主 幹 栗 谷 一 樹 君

瀬 棚 保 育 所 長 沼 口 恵 子 君

住 民 係 長 河 野 葉 子 君

福 祉 係 長 原 田 宰 君

産 業 係 長 山 崎 英 人 君

（２）教育委員会教育長の委任を受けて出席する説明員

教育委員会事務局長 神 田 昌 君

次 長 古 畑 英 規 君

瀬棚教育事務所長 杉 村 輝 明 君

主 幹 山 本 亨 君

学校給食センター副所長 久 津 間 智 君

総 務 係 長 長 内 解 人 君

（３）農業委員会会長の委任を受けて出席する説明員

事 務 局 長 西 田 良 子 君

農 地 係 長 小 池 秀 樹 君

（４）選挙管理委員会委員長の委任を受けて出席する説明員

書 記 長 原 進 君

書 記 次 長 小 林 和 仁 君

（５）代表監査委員の委任を受けて出席する説明員

事 務 局 長 丹 羽 小 百 合 君

次 長 上 野 朋 広 君

１ 本会議の事務に従事する職員は次のとおりである。

事 務 局 長 丹 羽 小 百 合 君

次 長 上 野 朋 広 君
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事 務 局 総 務 係 原 田 翔 太 君
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開議 午前１０時００分

○委員長（平澤 等君） おはようございます。

全員が出席しており、定足数に達していますので決算審査特別委員会を再開いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

これより、本委員会に付託された平成３０年度各会計歳入歳出決算の認定第１号から第１２

号までの審査に入ります。

お諮りいたします。

議案配付から相当期間が経過しており、各委員におかれましては内容を十分調査されている

ものと思いますので、説明は配付済み資料、決算に係る主要な施策の成果に関する報告書によ

り、副町長、財政課長、税務課長に概要説明を求め、一般会計の審査は、歳出から配付済み資

料の報告書により２款ごとに担当課長の説明を求め、２款ごとに質疑を受け、２款ずつ進める

こととし、続いて歳入の説明は求めず、歳入全款一括で質疑を受け、終了後、歳入歳出全款一

括で質疑を行い、討論、採決と取り進めたいと思います。また特別会計も歳入の説明は求めず、

歳出は配付済み資料の報告書により全款一括担当課長の説明を求め、質疑は歳入歳出全款一括

で質疑を行い、討論、採決と取り進めたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認め、そのように取り進めることにします。

説明員に申し上げます。説明及び答弁は、挙手を行い発言の許可を受けてから行ってください。

各委員の皆さんに申し上げます。質疑は発言許可のあと、質疑内容が明確になるよう決算書

あるいは資料のページを示してから簡略に発言するようお願いいたします。

それでは、これより付託案件の審査に入ります。

決算に係る主要な施策の成果に係る報告書等により、施策の成果等について副町長、財政課

長、税務課長より概要説明を求めます。

副町長。

○副町長（佐々木正則君） 平成３０年度決算に係る主要な施策の成果に関する報告書の１ペ

ージでございます。平成３０年度我が国の経済動向は、企業収益が過去最高を記録する中で設

備投資が増加、雇用、所得環境の改善により個人消費の持ち直しが続くなど、経済の好循環は

は着実に回りつつあります。こうした状況の下、政府は一連の自然災害の被災地の復旧、復興

と防災、減災、国土強靭化の緊急対策など追加的な財政需要に適切に対処するため平成３０年

度補正予算を実施し、各種政策の効果もあって景気は緩やかに回復していくことが見込まれて

います。

せたな町に目を向けますと、基幹産業である農業については、全道的に春先から好天に恵ま

れ農作業も順調に進みましたが、６月中旬からの低温や日照不足、９月の台風などの影響によ

り、基幹作物の水稲では、作況指数で北海道が９０、檜山管内は９３と不良の作柄となり、平

成２９年産と比べてタンパク値の高い米が多くみられました。
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水産業については、主要魚種であるスルメイカが夏場の盛漁期に漁場が形成されず、大幅な

漁獲の減少となりました。秋サケの水揚げについても平成２９年度の全道的不漁が若干回復し

たものの、度重なる台風や低気圧のほか、魚体の小型化などもあり昨年を大きく下回る水揚げ

となりました。また前浜資源ではナマコが高価格で推移し、総体的には昨年を上回る漁獲高と

なりました。

一方、急速な少子高齢化の進展や予想を上回る人口減少など、当町を取り巻く環境は依然と

して厳しい状況にありますが、町民が心豊かに笑顔で暮らすことができるまちづくりの実現に

向けて、さまざまな事業の施策を推進してまいりました。

継続事業では、瀬棚養護老人ホーム三杉荘改築事業、農業、漁業チャレンジ等支援事業、生

涯学習センター整備事業など、新規事業としては、本庁舎長寿命化改修事業、大成、瀬棚総合

支所発電機設置事業、商業チャレンジ等支援事業、小中学校ＩＣＴ機器導入事業などの事業を

実施してきたところであります。

このように多岐にわたる政策を展開できましたことは、ひとえに町民の皆様をはじめ、議員

各位の温かいご理解ご支援の賜物であり、深く感謝を申し上げます。

町の貴重な財源である普通交付税については、合併町の優遇措置である合併算定替の特例が

５年間の激変緩和期間を経て令和２年度で終了となり、令和３年度から一本算定に移行するこ

ととなりますが、これに伴う交付額の大幅な減額や急速な人口減少による更なる減額を見据え、

引き続き職員一丸となって持続可能な行財政改革に取り組んでまいります。

平成３０年度予算の執行にあたっては、議決をいただきました趣旨に背くことなく、適正に

執行をしてきたところであり、ここに平成３０年度の各会計決算の認定を求めるにあたり、主

要な施策の成果についてご報告を申し上げるものでございます。なお各政策の内容につきまし

ては、２ページから１１ページに記載してございますが、朗読は省略をさせていただきます。

以上でございます。

○委員長（平澤 等君） 財政課長。

○財政課長（佐野英也君） それでは１２ページでございます。平成３０年度決算の健全化判

断比率及び公営企業会計に係る資金不足比率の内容につきましては、昨日の第３回定例会にお

きまして報告第１号、報告第２号で説明をしておりますので、説明を省略いたしますので、ご

了承をいただきたいと思います。

次にその他の財政指標等でございますが、経常収支比率は、平成３０年度８６．４％で、前

年度８４．７％より１．７ポイント上昇しております。この主な要因は、歳出の公債費が２，

６８８万４，０００円の減となったものの、計上一般財源である普通交付税が２億２，６９６

万９，０００円の減となったことによるものでございます。

次に公債費負担比率は、平成３０年度は１８．５％と前年度より０．３ポイント上昇してお

り、警戒ラインを超えているところでございます。引き続き健全な財政運営に心がけていかな

ければならないものと考えております。

税徴収率につきましては、現年度分で平成３０年度は９９．１％と前年度より０．１ポイン
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ト向上しております。

次に１３ページでございます。第１表平成３０年度各会計別歳入歳出決算額総括表でござい

ます。特別会計と病院事業会計につきましては、後ほど会計ごとに説明をいたしますので、一

般会計について説明いたします。

平成３０年度一般会計の収支差引額は２億１８８万６，０００円の歳計剰余金でございます。

この剰余金につきましては、備考欄に記載のとおり剰余金の２分の１以上の額、１億１８８万

６，０００円を基金条例第４条第２項の規定に基づき財政調整基金に積立て、１億円を令和元

年度に繰越しいたしました。

次に１４ページでございます。第２表平成３０年度一般会計款別決算額構成比調でございま

す。歳入歳出の主なものについて説明いたします。

はじめに歳入ですが、１款町税の構成比は６．９％で、前年度より０．７％高くなっており

ます。

９款地方交付税でございますが、構成比５２．７％で歳入の約５割以上を占めてございます。

前年度より２．４ポイント高くなっておりますが、決算額では２億６，６９９万１，０００円

の減となっております。この主な要因といたしましては、合併算定替縮減額で１億１，５８０

万１，０００円、特別交付税で４，００２万２，０００円の減額が挙げられます。

１６款寄附金でございます。主にふるさと応援寄附金でございまして、１億７，７５１万円

となっておりますが、前年度に比べ１億２，８６２万７，０００円減となっております。

２０款町債でございます。瀬棚養護老人ホーム三杉荘改築事業、町民プール新築事業などの

起債１２億７，３００万円となり、前年度に比べ４億２８０万円少ない額となっております。

続いて歳出ですが、２款総務費の構成比は１０．６％で、前年度より０．４ポイント高くな

っており、決算額では５，１１７万７，０００円の増となっております。

この主な要因といたしましては本庁舎長寿命化改修工事、地方創生推進交付金事業の増と、

町有施設等解体事業、ふるさと応援寄附金返礼品の減などによるものでございます。

３款民生費の構成比２３．５％で、前年度より５．４ポイント減少していますが、主な要因

は、認定こども園建設事業によるものでございます。

１１款公債費ですが、構成比１３．７％で決算額１３億７９６万１，０００円は、起債に対

する元利償還金でございます。

１２款職員給与費は構成比１２．５％でございます。経常的な経費である１１公債費と１２

款職員給与費を合わせますと構成比で２６．２％を占めているところであります。

以上でございます。

○委員長（平澤 等君） 高橋税務課長。

○税務課長（髙橋 純君） 続きまして１５ページの平成３０年度町税収納状況について説明

いたします。表の平成３０年度の徴収率で説明させていただきます。まず町民税でございます

が、これは個人分と法人分を合わせたもので現年度分が９９％、滞納繰越分が１５％、合計９

５％でございます。
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次に固定資産税は、現年分が９９．１％、滞納繰越分が７．９％、合計９３．２％でござい

ます。

軽自動車税は現年度分が９８．９％、滞繰分３３．８％、合計９７．１％でございます。

町たばこ税と入湯税につきましては現年度分１００％でございます。

次に国民健康保険税でございますが、現年度分が９７．２％、滞納繰越分が１５％、合計８

１．５％でございました。税の合計では、現年度分９８．６％、滞納繰越分１３．８％、合計

で９０．６％でございまして、前年度と比較し現年分が０．２％の上昇、滞納繰越分は５．４％

下回っておりますが、合計では前年度と同じ徴収率となったものでございます。

続きまして１６ページでございます。平成３０年度町税及び国民健康保険税の不納欠損の状

況について説明いたします。第３表の２でございます。１の執行停止によるもの。これは地方

税法第１５条の７第４項関係でございまして、執行停止が３年間継続し納税義務が消滅したも

のでございます。個人町民税が１６件、１０２万５７２円、固定資産税が１６件２７万２，１

００円、国民健康保険税が２３件で２９５万１，７４７円、合計５５件で４２４万４，４１９

円でございます。この執行停止による理由でございますが、生活保護などにより執行停止した

者９名分でございます。

続きまして１７ページ、２の執行停止、即時消滅によるもので、これは地方税法第１５条の

７第５項関係でございまして、執行停止し徴収することができないことが明らかなことにより、

納税義務が消滅したものでございます。個人町民税２件、８万３，３３３円、法人町民税が３

件、２２万５５１円、固定資産税１件、７万９，０００円、軽自動車税４件、３万７，７００

円、合計１０件で４２万５８４円でございます。この執行停止の理由でございますが、閉鎖登

記がされていないが、滞納処分できる財産がない法人が３法人でございます。次に３の消滅時

効によるもの。地方税法第１８条関係でございまして、これは５年の時効により納税義務が消

滅したもの。また執行停止後３年を経過する前に時効を優先したものでございます。個人町民

税が１５件、３３万４，４５０円、固定資産税が３６件、１９２万７０８円、軽自動車税が３

件、２万１，６００円、国民健康保険税が２６件、１５０万２，４０２円、合計で８０件、３

７７万９，１６０円でございます。この消滅時効による理由でございますが、生活保護世帯で、

執行停止中に時効となったものや居所不明等により折衝ができない状況が続き時効となったも

のなど３０名分でございます。不納欠損につきましては、徹底した財産調査や時効管理を適正

に行い、法令に基づき滞納処分を実施しているところでございます。

以上です。

○委員長（平澤 等君） 佐野財政課長。

○財政課長（佐野英也君） １８ページでございます。第４表平成３０年度末地方債現在高調

でございます。本表は一般会計における町債の種別ごとの現在高を示してございます。合計額

でご説明いたします。平成２９年度末現在高Ａ欄ですが、９２億２，８１０万８，０００円、

平成３０年度中に借入た起債額Ｂ欄は１２億７，３００万円、平成３０年度中に償還した額Ｃ

欄は１２億３，５８１万３，０００円となり、平成３０年度末現在高は９２億６，５２９万５，
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０００円となりました。前年度に比べ３，７１８万７，０００円増加しております。増加した

要因としましては、瀬棚養護老人ホーム三杉荘改築事業や町民プール新築事業など大型事業が

重なり、元金償還金より起債借入額が上回ったことによるものでございます。

１９ページでございます。第５表平成３０年度各会計起債償還に係る交付税算入でございま

す。起債償還額に対する交付税算入額を表わしたものでございます。一般会計から公営企業病

院会計までの全会計の償還額は、元利合計で１７億１２９万７，０００円、これに対する交付

税算入額は１０億８，７０４万４，０００円、算入率は６３．９％であります。

続いて下段の第６票、地方債借入先別・利率別現在高の状況でございます。平成３０年度発

行額Ｂ欄、いわゆる借入額は借入先別に、１の財政融資資金が５億４，１４０万円、５のその

他の金融機関、いわゆる民間の金融機関が７億３，１６０万円、合計１２億７，３００万円を

借入れしております。平成３０年度償還元金額Ｃ欄は合計１２億３，５８１万３，０００円と

なっております。差引現在高Ｄ欄は９２億６，５２９万５，０００円で、そのうち３％以下の

利率のものが９１億９，６３８万５，０００円と大半を占めております。

続きまして２０ページでございます。第７表一般会計の年度末起債残高・元利償還金・借入

額の推移でございます。折れ線グラフが起債残高となります。年々減少傾向となっております

が、平成３０年度末の残高は９２億６，５２９万５，０００円となっております。平成２５年

度に比べ３０年度は１１億６，５６１万３，０００円の減少でございます。また起債残高の減

少に伴い元金と利子を合わせた元利償還金は、平成２５年度の１７億４５１万９，０００円か

ら平成３０年度では１３億７９６万１，０００円に減少しております。なお平成１９年度以降、

毎年繰上償還をしており累計で約１１億６，０００万円を繰上償還したところでありますが、

平成２８年度から繰上償還を行なっておりません。

次に年度別の借入額でございますが、黒い棒グラフになります。平成２９年度１６億７，５

８０万円、この大きな伸びについては、平成２８年度の認定こども園新築事業が２９年度に繰

越しされたためです。平成３０年度は１２億７，３００万円、これは瀬棚養護老人ホーム三杉

荘改築事業、本庁舎長寿命化改修工事、町民プール新築事業などによるものでございます。

次に２１ページでございます。第８表、各種基金運用状況でございます。基金の合計欄で説

明いたします。平成３０年度末、現在高は６２億４，９３１万３，０００円で、前年度に比べ

２億６，１９１万８，０００円減少しております。なお令和元年度末、現在高見込は５８億５，

３９６万３，０００円となってございます。

次に２２ページでございます。第９表債務負担行為の状況でございます。これも地方債と同

様に後年度に財政負担が生ずるものでございます。予算書に調書として明記してるところであ

りますが、平成３０年度の支出額で、３その他（１）利子補給等に係るもの９２３万５，００

０円については、農業基盤整備や中小企業経営安定資金、融資利子補給などでございます。合

計欄、債務負担行為の限度額１億５，２７５万５，０００円は、昨年度に比べ８，８４４万円

減少しております。平成３０年度において支出された額は９３２万９，０００円となっており

ます。右側の部分は令和元年度から令和６年度までの支出予定額で、上段が年度別の償還額、
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下段がその償還額に占める一般財源の額を表わしております。合計欄を見ていただければおわ

かりのとおりでございますが、令和元年度では８８３万９，０００円の支出予定額が令和６年

度では２９万２，０００円と減少する見込みとなっております。

以上でございます。

○委員長（平澤 等君） 概要説明を終わります。

整理番号第１、認定第１号平成３０年度せたな町一般会計歳入歳出決算を議題といたします。

決算に係る主要な施策の成果に関する報告書２３ページです。総務費の説明を求めます。

原総務課長。

○総務課長（原 進君） それでは２３ページからでございます。決算書については４８ペ

ージからとなってございます。２款総務費、事業名、本庁舎長寿命化改修事業、決算額２億２

２８万４，０００円。財源内訳でございます。地方債１億９，２１０万円、その他財源といた

しまして１，０１０万円、一般財源８万４，０００円、主な事業実績といたしまして本庁舎に

係る屋上防水、外壁等の改修と自動火災報知機設備、非常照明灯の改修、熱交換器、自動制御

盤の改修工事等でございます。事業効果でございます。本庁舎長寿命化計画に基づき適正かつ

長期的な維持管理を図ることができたものでございます。

次に行政情報ネットワーク用パソコン購入事業、決算額３，０２４万円、全額一般財源でご

ざいます。実績でございます。職員用のパソコン１４０台の更新でございます。事業効果とい

たしましては平成２１年から平成２４年に購入したパソコンを更新したもので、経年劣化によ

る故障が年々増加していたことから、安定した機器整備が図られたものでございます。

次に財務会計システム更改業務、決算額６８０万４，０００円、全額一般財源でございます。

実績でございます。財務会計システムの更改でございます。効果といたしましては、保守対応

用年数５年を経過していたことから、また新元号対応としたシステムに更改することにより、

安定したシステム運用を図ることができたものでございます。

○委員長（平澤 等君） 小板橋まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） 続きまして、広報せたな発行事業でございます。決算

額１５７万６，０００円、その他財源の７万７，０００円は広告料でございます。残り一般財

源１４９万９，０００円です。毎月町広報誌を発行いたしまして、町の政策や話題、情報を定

期的に提供することにより、町政への関心を高めることができたものでございます。

○委員長（平澤 等君） 丹羽建設課長。

○建設水道課長（丹羽 優君） 続きまして、町有施設解体工事、決算額が４，４２３万７，

０００円、財源内訳ですが、地方債が４，４２０万円、一般財源が３万７，０００円となって

ございます。町内の老朽化した６施設の解体行いまして、その周辺環境の悪化防止が図られた

ものでございます。

○委員長（平澤 等君） 小板橋まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） 続きまして、せたな・今金２町連携婚活イベント事業

です。決算額６３５万４，０００円、財源内訳が国庫支出金３０９万９，０００円、その他と



- 11 -

しまして、今金町からの負担金で１５０万２，０００円、残り一般財源が１７５万３，０００

円です。東京都におきまして婚活イベントのＰＲを実施し、併わせて移住定住に向けた２町の

取り組みをＰＲしまして、２町連携婚活イベントを開催しまして、道外観光客数の増加につな

がるＰＲができ、独身者に出会いの場を提供することができたものでございます。

続きまして２４ページをお願いいたします。地域連携事業補助金です。決算額１８２万で３，

０００円、全額一般財源です。北檜山区におきまして３事業、瀬棚区、大成区におきまして１

事業が実施されまして、自治会活動の自主性と活発化の促進が図られ、参加者個々の学習機会

に繋がったものでございます。

続きまして、空家等除却補助金、決算額が１，２４５万３，０００円、財源内訳としまして

国庫支出金が６２２万６，０００円です。残り６２２万７，０００円が一般財源です。２６件

の空家等を除却をしまして、適正な管理がされていない危険な空家を整備することができ、環

境整備が図られたものでございます。

○委員長（平澤 等君） 原総務課長。

○総務課長（原 進君） 続きまして、大成町民センター耐震診断業務でございます。決算

額３５６万４，０００円、財源内訳といたしまして、国道支出金１１８万８，０００円、一般

財源といたしまして２３７万６，０００円です。大成町民センター耐震診断といたしまして延

床面積１，６７７．５５平米について耐震診断を行なったものでございます。建築基準法の旧

耐震基準で設計されておりました大成町民センターの耐震診断を実施し、今後の耐震改修計画

の指針となったものでございます。

次に大成総合支所発電機設置工事、決算額１，４３６万４，０００円、その他財源といたし

まして１，４３６万４，０００円全額でございます。非常用発電機設置１基、オイルタンク取

替１台を設置しました。大成総合支所長寿命化計画に基づき、非常時の電源供給の安定化を図

ることができたものでございます。

次に瀬棚総合支所発電機設置工事、決算額３，６２４万５，０００円、全額その他財源でご

ざいます。非常用発電機としまして１基設置しました。その他といたしまして非常用照明、誘

導灯の取替、計８１台を実施しております。瀬棚総合支所長寿命化計画に基づき、非常時の電

源供給の安定化や避難経路の安全を確保することができたものでございます。

○委員長（平澤 等君） 小板橋まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） 続きまして、地方創生推進交付金事業です。決算額９，

６５１万６，０００円、２，２９３万３，０００円は国庫支出金です。その他財源５，７７３

万９，０００円は産業担い手育成基金です。残り一般財源が１，５８４万４，０００円です。

民間との連携による農業再生戦略事業、檜山管内７町と東京都特別区との連携事業、バリアフ

リーレジャーと地域づくり相互連携事業、観光まちづくり再生事業によりまして交流人口や移

住者の増を図ることができたものでございます。

○委員長（平澤 等君） 原総務課長。

○総務課長（原 進君） ２５ページでございます。地域活動等推進事業費補助金、決算額
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５２万１，０００円、全額一般財源でございます。各町内会等が行うコミュニティ活動の推進

に寄与する事業に対して補助金を交付したものでございます。交付団体は２５団体でございま

す。効果といたしまして、町内の町内会等が自主的に行うまちづくり活動に関する事業に対し

補助金を交付することにより、町内会イベントによる結束力の向上及び町内会活動の活性化が

図られ地域力向上の一助となったものでございます。

○委員長（平澤 等君） 小板橋まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） 続きまして、地域公共交通活性化協議会負担金でござ

います。決算額３０６万９，０００円、全額一般財源でございます。協議会を開催しまして実

証運行調査を実施しました。太櫓線及び瀬棚須築線を区域デマンドバス運行へ移行することが

できまして、利用者の利便性が高まったほか、地域公共交通体系の見直しを図ることができた

ものでございます。

続きまして、生活交通路線維持費補助金、通学定期運賃補助金、地域間幹線系統維持費補助

金でございます。決算額３，９４２万９，０００円、全額、生活交通確保対策基金を充当して

おります。４路線で函館バスへの補助金を出しております。また１０１人の通学者へ通学定期

運賃補助金を支出しております。路線バス運行の確保ができましたことと、通学者の家計の負

担軽減が図られたものでございます。

続きまして、企業立地促進奨励金、決算額５２万８，０００円で全額一般財源です。１件の

企業へ補助しまして、企業立地の促進を図ることができたものでございます。

続きまして、結婚定住奨励金、決算額１３０万円で全額一般財源です。１３件へ交付しまし

て定住を促進することができたものでございます。

続きまして、ふるさとウェディング奨励金、決算額１１万１，０００円、全額一般財源です。

１件の奨励金を交付しております。定住を促進することができたものでございます。

続きまして、移住定住促進住宅奨励金、決算額４７０万円で全額一般財源です。町内業者に

よる住宅建設が３件、町外業者による住宅建設が１件、住宅購入額が７件、これにより地域経

済の活性化、安定化が図られたものでございます。

２６ページをお願いいたします。テレビ共同受信施設大規模改修、光ケーブル化の事業補助

金です。決算額は１３万３，０００円で全額一般財源です。大成区太田地区２６世帯への補助

で、大規模改修の負担軽減が図られたものでございます。

○委員長（平澤 等君） 高橋税務課長。

○税務課長（高橋 純君） 続きまして、確定申告支援システム導入業務、決算額は８６４万

円で、すべて一般財源でございます。電子による所得情報の適正管理や国税情報などのデータ

連携により、事務処理の効率化と確定申告相談の円滑な実施が図られたものでございます。

次に渡島檜山地方税滞納整理機構負担金でございます。決算額は７９万９，０００円で全額

道支出金でございます。徴収困難な事案や納税意識が希薄な滞納者を引き継ぎ、効果的な滞納

整理や納税意識の向上が図られたものでございます。引継ぎ案件は１５件で、引き継ぎ総額は

１，０４７万２，４８４円、徴収実績額は２９１万３，４６０円でございました。
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以上で総務費に関する説明となります。

よろしくお願いいたします。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりました。

１款議会費、２款総務費の質疑を許します。決算書では一般４７ページから一般６７ページ

までです。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） 主要効果表の２３ページでお伺いします。広報の関係でございま

すけれども、毎月、広報が各家庭に配付されております。町の政策や話題、情報を提供してい

るということなんですけれども、町民の皆さん方に読みやすく、そして話題性のある、関心を

呼ぶ広報作り、今の広報は私の観点から言いますとお知らせ型の広報の面が強いのではないか

と思うわけでございます。やはり今の町の課題だとか、やっぱり現状を町民の皆さん方にも情

報を提供して考えてもらう。そういった話題を提供する広報作り、読んで皆さんで考えて、そ

していろいろな炉端の中でも話題として語り合いながらということの広報広聴のそういった流

れを作っていくということも大きな役割だと思うわけです。これまでのを見ますと、そういう

お知らせありましたということで、情報提供といういろいろな行事の案内だとかそういうのあ

りますけども、そればかりでなくて本当にせたな町のこれからの課題がたくさんあるわけで、

そして町民の参画、連携そのためには情報の提供をきちんとして、そしてその跳ね返った町民

からの声をきちんと広報広聴として伺って、そして伝えていくという姿勢というのもこれから

必要でないかと思うわけでございます。それによって関心を呼ぶということで、広告料も７万

７，０００円ということで、大変最高の媒体として広告、町民の方、全世帯に行き渡るわけで

ございまして、そういう面では広告料というのはすごくいい機会なんですけれども、これが伸

びていかないと、これもそういう広報の価値といいますか、町民の皆さん方にその辺の浸透と

いいますか、そういうものがあって、広報が毎月来るのが楽しみだよと子供からお年寄りまで

そういう関心を呼ぶような紙面作りについて努力をしてもらいたいと思うわけでございます。

今白黒でございます。年から年中白黒です。最近は道新でもカラーです。例えば、この前あり

ましたお祭りを取り上げてありましたが全部白黒です。みんな白黒でなくてカラーとか、せっ

かくきれいな姿があるのにっていうことで、その辺の心使いといいますか、そういったものが

やっぱりこれから必要でないのかということでありまして、その辺どのように考え方を持って

これから取り進めていこうとしているのか、お伺いしたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 伊藤広報統計係長。

○広報統計係長（伊藤哲史君） 道高委員のご質問にお答えさせていただきます。今まで広報

誌に関しましては、情報の提供型ということで広報誌を作成してまいりました。今後につきま

しては、白黒の媒体ということなので、年に何度かカラーで提供できるようなことも検討させ

ていただいて、町民に見てもらえるような広報誌作りを考えていきたいと思います。検討させ

ていただきたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。
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○副委員長（道高 勉君） やはり町民に読んでいただけるような、楽しみになるような広報

誌作りに向けて、スタッフが少ない中で、編集、編成は大変だと思いますけれども、そこを一

つ町民のためと、町のためということで広報、広聴活動に努力していただければと思います。

○委員長（平澤 等君） 伊藤係長。

○広報統計係長（伊藤哲史君） 心がけてまいりたいと思います。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ありませんか。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） 次の２４ページの地域連携事業補助金、これは町内会または地域

が連携し、自主的そして活発的な事業を展開して補助を使ってくださいということだと思いま

す。これ２９年から２年目になります。最終的にこの考え方、効果というものがどうなのかと

思うわけです。これと似たようなものが今の地域活動等推進事業補助金ということで、これ町

内会のコミュニティということで、これもありますけども、この地域連携事業補助金というの

が、結局町内会それから各団体との連携という、なかなか理解に苦しむような取り組みと言い

ますか。その辺これまでの２年間の実績、それから評価、効果こういったことを踏まえて、今

後どのようにこれを展開していこうとしてるのか、考え方を聞かせていただきたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 松原まちづくり推進係長。

○まちづくり推進係長（松原孝樹君） 道高委員のご質問にお答えいたします。地域連携事業

補助金につきましては、平成２９年度からの取り組みとなってございます。これまで実施して

まいりました事業でございまして、参考までに昨年度の実績ですと、北檜山区内で３事業、瀬

棚区で１事業、大成区で１事業という実績でございました。これまでの事業の評価という部分

でございますけども、事業効果の部分にも記載しておりますけども、まずは町内会等の連携に

よりまして、相互の交流に結びついてるということがまず効果として挙げられることと思いま

す。さらには参加者個々の学ぶ機会ということで、そういうものが提供できているというふう

に評価としては分析してございます。そこからさらに町内会活動の自主性、あるいは活発化、

連携などに繋がっていっているものというふうに分析をしてございます。これからの課題、今

後に向けてという部分でございますけども、これまで行われてきた事業内容の中では、単に町

外への研修旅行的なものになっているプログラムもございます。さらには単発的な研修という

ことでお勧めしてる部分ございますけども、その辺を内容精査していただく事業も多々ござい

ますので、継続しながらステップアップしていく研修企画というものも、これから求めていか

なければならないのかと考えてございます。この事業で一番重要なのは、町内会の統合、ある

いは連携を見据えた事業内容の実施ということになりますので、それらを含めて今後の課題と

いうふうに分析してございます。これからの今後に向けてなんですけども、これまで例年３区

で４件から５件の申請件数ということで毎年ございました。当初の想定では、制限が緩和で活

用しやすい補助金ということで進めてまいった訳なんですけども、申請件数が多くなるという

ことを予想しておりましたが、年々各区ごとに３件から４件の申請ということで、補助内容の

見直しですとか、事業内容の見直しを次年度に向けてはちょっと検討していく必要があるんで



- 15 -

はないかというふうに担当では分析をしております。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） ２年なって３０年度で全部で８件の事業、団体がされたと。その

中で大体、全部町内会が違うのかといったら、大体似ているようなものがあるのかと私は思う

わけでございます。ですからやはり３区の中で町内会、大変これは良い発想で始められたと思

うんですけれども、今みたいなこういった今後の課題だとか、そういうものをきちんとやっぱ

り１回評価しながら、やはり実施する団体、町内会、私やはりこういった新しい仕組みを作っ

て、そして町民の皆さん方に参加を求める場合、説明会をきちんとしていろいろな意見を聞き

ながら進めるのが、やはりこれからの町民の求める協働という中で、町づくりの協働に向けた

基本的な姿勢の中で必要なことでないのかと。全部文書でこういうのありますよ、そして申込

みしてくださいというのではなく、紙切れ１枚で、何かあったらどうぞということでなくて、

各団体に案内来てますけども、説明会をしてそしてこういった場合はこうだよとか、そういう

参加団体、そういう申請団体の意見も聞きながら、改善、改革して本来の目的に沿った補助金

の事業に効果を発揮するように考えていくというスタンスが必要でないかと思うわけです。や

はりそこはちょっと足りないのかなという姿勢が大事でないのかということで提言をさせてい

ただきます。

○委員長（平澤 等君） 小板橋課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） この事業につきましては、３区それぞれの地域協議会

におきまして募集、そして審査をして事業を決定しております。今年度で３年を迎えますので、

担当としましても一度見直しをしようというふうに考えてましたので、それぞれの地域協議会

の中でも検討しながら、来年以降に向けての事業内容として周知方法につきまして協議してい

きたいと考えています。

○委員長（平澤 等君） 石原委員。

○委員（石原広務君） 今の質問の関連なんですけど、ここには町内会または地域が連携、あ

るいはその自主性と活発化、今担当から町内会の統合等も含めていろいろ考えてる、次年度に

向けて検討ということでした。大成区でも町内会が無い地域があるんです。この事業を、せっ

かくの事業なので、この補助金制度を活用したいということでいろいろ考えてたとこもあるよ

うなんです。先ほど検討ということを言っていただきました。次年度に向けてもっと使い勝手

の良いというか、例えば、地域が連携するようにある団体が地域に声をかけて、ちょっとした

イベントを盛り上げましょうという動きもあるわけです。そういったとこでも積極的に使える

ような、そんな方向でぜひ検討していただきたいと思いますけど、いかがでしょうか。

○委員長（平澤 等君） 小板橋課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） それぞれの地域協議会でいろいろと事業があるでしょ

うから、そこの地域協議会の中でも協議してもらい、私たちもその事情を聞きながら、次年度

に向けての事業をどういうふうに変えていったらいいかというのを検討していきたいというふ

うに思ってます。
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○委員長（平澤 等君） 石原委員。

○委員（石原広務君） 参考まででいいんですが、申請団体が何団体ありましたかと、その申

請団体すべて対象になって事業が展開したのかということと。３年目ですけど、今の決まりの

中で申請にまで至らなかったという例があれば参考までに教えてください。

○委員長（平澤 等君） 松原係長。

○まちづくり推進係長（松原孝樹君） 石原委員のご質問にお答えいたします。ますは申請に

至らなかったという事業は記憶にはないというふうに判断してございます。

○委員長（平澤 等君）ほかに質疑ございませんか。

桝田委員。

○委員（桝田道廣君） 資料２４ページの空家対策のところで確認だけちょっとさせていただ

きたいんですけれども、私が昨日一般質問でさせていただいた時に、頂いた資料の補助金額が、

こちらと違ってたものですからその確認だけさせていただきたいと思うんですけれども、こち

らのほう２５件で１，２４５万３，０００円となってます。私が以前にいただいたもので１，

１９５万３，０００円とちょうど５０万の差があるんですが、当然決算の方が正しいとは思う

んですが、確認だけさせてください。

○委員長（平澤 等君） 松原まちづくり推進係長。

○まちづくり推進係長（松原孝樹君） 桝田委員のご質問にお答えいたします。決算額につき

ましては、この説明資料のほうに記載しておりますとおり１，２４５万３，０００円の２５件

ということなっております。

○委員長（平澤 等君） よろしいですか。ほかに質疑ございませんか。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） ２４ページの地方創生推進交付金事業の観光まちづくり再生事業

についてですが、そらのレストラン、これ今年の１月から公開されて新しい町の観光ＰＲとい

うことで、新たな観光客を呼び込むことができたということで、この評価の中にあるんですけ

ど、これ令和元年の事業なのかあれですけれども、現在見てると、そらのレストランの効果、

観光客が新たにどんどん来たのかということを瀬棚区の町民もはじめ、北檜山区もそうなんす

けども、聞いてみるとそういう感じが受けられないというのがありまして、例年通りのこの流

れでなのかなと観光がですね。それは何人か撮影現場だとか、来られたという方がいらっしゃ

ったと聞いたこともありますけども、本当にこの映画効果によって新しい観光客がどの程度増

えたのかといったときに、これが評価としてはちょっとどうかなということを伺いたいと思っ

てました。

○委員長（平澤 等君） 阪井課長補佐。

○まちづくり推進課長補佐（阪井世紀君） ただいまのご質問にお答えをさせていただきたい

と思います。数字で見える部分というのはなかなか難しいかというふうには考えておりますけ

れども、ロケ地となった場所につきましては、かなりのお客さんが自前で訪れているというふ

うに聞いております。民有地になるのでなかなかここで話しづらいというのはあるんですけれ
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ども、そこのロケ地となった方の所には、公開された直後の３月は冬だったんですけれども、

ロケ地巡りをして、の公表されてないんです場所は。公表されてないんですけれどもそういう

ところまでお客さんというか、見に来てる方がいるというふうに聞いておりますし、昨日も連

休中に大阪から来られた方がいまして、その方に案内して行ってもいいかいということを聞い

て、大阪から来たお二人を連れて行ったんですけれども、今年でこれで５０件くらい来てるよ

というのを伺っておりますので、そこだけでそれぐらいの人が来てるということもありまして、

統計的な物は取っていないのですが、潜在的に映画の効果で訪れている人がいると考えており

ます。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） 公表されていないものですから、これはなかな目に見えない数字

ということになるかと思うんですけど、それにつきましてもやはり普通映画公開になって、そ

の地域、地域これまでも道内ありますけども、そういう面ではちょっとＰＲ、町内自体があま

り盛り上がってないというのが、実際に感じるところです。要するに観光の資源としてのいろ

いろな経済的な効果だとか、どういったものがその辺の町にとって経済効果があったのかとい

うことも、これもわからない話だと思いますけれども、その辺というのも町が一生懸命取り組

んだ事業として、観光のこれからの自治体が映画をこういうことで全面的に協力体制を取った

中での結果というものをきちんと残しておかないと次に繋がっていかないと思うわけです。そ

の辺、年度中にその辺の成果も出して貰えればと思います。

○委員長（平澤 等君） 阪井補佐。

○まちづくり推進課長補佐（阪井世紀君） ただいまのご意見も参考にしながら、今回の映画

につきましては、私有地の部分がかなり多い部分もありまして、ロケ地マップにも出せない部

分が非常に多いという点で苦慮もしておりました。貴重なご意見もいただきましたので、今後、

映画とそれから観光を繋ぎ合わせた事業等を広げていきたいと考えております。

○委員長（平澤 等君） 小板橋課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） 今、うちの阪井からも申しましたけども、この映画ど

ちらかと言いますと、コアなそういう自然農法とかそういうので見てる方も、そういうのに興

味のある方が特にいるのかと思いますので、来る方にしましても本当の出演者のファンだとか、

そういうのに興味のある方が来ているように思いますし、そういうふうに聞いてます。作った

会社には失礼ですけれども、爆発的にヒットした映画ではないと思います。ただアメリカの方

に映画祭に行ったりだとか、現在スペインのほうに行ってますので、そういう興味のある方に

とっては、やはり大変面白い映画であったと思いますので、来ている方につきましても、やは

り北海道のみならず道外から、東京、大阪からも来てますし、いまだに先週あたりも来てまし

たし、ですので町としましては、本当に細く長くというのもあれかもしれませんけども、観光

として町を訪れるだけではなくて、せたな町という名前を全国に売り込むことができたのかと

いうふうに思います。観光というのは個人的に思うのは、ここに来てお金を落とすだけではな

くて、例えば、移住定住の対象になるとか、お医者さんが不足していますけども、それの選択
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肢その一つになるということでも、だいぶ貢献をしていることと思います。またこの映画によ

って映画製作会社の実行委員の一つであります株式会社オフィスキューと包括連携協定を結び

まして、これからもいろいろと映画のみならず、いろいろと観光とかで展開していきたいと考

えてますので、よろしくお願いしたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） 今、小板橋課長から前向きな話あったものですからちょっと、ま

さにそのとおり、全国的にせたな町の自然が公開されて、すばらしいなということで評価も受

けていると。道外からも来られる方、そして移住だとかありますけど、そしてまたいろいろな

食べ物の製造関係、これについて町としたらどのように地場産業といいますか、それに結び付

けていくかということ、これを考えていかないと。山の会だとか協力していただいた団体、そ

れのみに任せてということにならないじゃないですか。それこそがきっかけとして、町として

どう新しくそういったものを、今言った移住対策についても、そういった相談体制、窓口をど

こに置くだとか、そういうきちんとした窓口の１本化、観光協会かもしれません。しかしそれ

は弱いです。そういったものを総合的にプロジェクトと言いますか、戦略を立てながらこれか

ら進んでいかないと、途切れ途切れになってしまうのではないかというふうに思っております

ので、その辺も含めて一つ。

○委員長（平澤 等君） 小板橋課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） 前段の、特産品といいますか農産物等につきましては、

今回の映画のモデルになった山の会につきましては、本当に量が少なくて大変高価なものです

から、町内でそれを使って料理して提供するというのはなかなか難しいものがありますけども、

チーズは今回の映画のメインでしたけども、チーズなんかにおきましては、温泉ホテルのほう

で扱ってますけども、ということで提供してもらってはいるようです。その他の食材につきま

しては、本当に少ないものですから、なかなか町が率先してＰＲするというまでにはいきませ

んけども、それぞれの生産者の方が、それぞれの販路を持ってやっているようです。町としま

しては、それ以外の産物につきましては、そらのレストランの町のイメージ、農産物、生産物

のイメージを大切にしながらこれからもやっていきたいと思ってますし、現に札幌市内とかで

大きく飲食店経営している方にも、そのつき合いの関係で食材の提供を始めたのもありますの

で、そんなのをほかの食材、ほかの地域、都市にも広めていきたいということで、うちの課に

おります協力隊がそういうのを進めたりしています。あと移住定住につきましての担当ですけ

ども、今回このたび町のほうに、これまで移住定住でいろいろと道外のほうに行ってＰＲして

いるんですけども、その甲斐があって移住してきている方もいます。その時に担当として思っ

たのが、もっとこの窓口、そして移住者への支援が実際のところ無いよねという話になりまし

て、それについてはＰＲをして来てもらうというだけでなくて、やっぱり来てもらった時の対

応というのも考えていかなければないと担当でも考えていたところですので、来年度に向けて

というより、来月から移住ＰＲに行くんですけども、その場でもいろいろ提供できるようなも

のを考えていきたいと担当としては考えてました。
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○委員長（平澤 等君） 関連ですか。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） まさにそういうことまで行かないと、そらのレストランのラスト

シーン見まして、町の担当の課長が町としても全面的に支援しますと、その配役の中の担当者

もおりますので、まさにその映画のとおり地で行くという姿勢があれば、これはせたな町の町

はこうなんだということの評価もされるということで、その意気込みでひとつ取り組んでいた

だきたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 小板橋課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） 関係ないですけども、あの時はまだ担当ではなかっ

たのですが、あのあとにこの職についてんですけども、本当に映画として、このあとも映画公

開になりますけれども、いろいろな面でせたな町に追い風が吹いていると思いますので、その

風を逃さないように進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○委員長（平澤 等君） 石原委員。

○委員（石原広務君） 道高委員の素晴らしい質問の後で、小板橋課長の答弁の中で、あれっ

と思った部分があったのでそこの確認、爆発的ヒットが無いようなニュアンスで伝わったんで

す。その上でも訪れる方がいらっしゃると、質問を用意していた中で答弁の中で、担当として

今後そういう方の意見も含めた窓口も検討するということで聞かせていただいたんですが、昨

日一般質問の中で地域おこし協力隊のことを質問させていただきました。まちづくり推進課に

も協力隊員いると、小板橋課長の答弁の中にも観光ということで述べてましたので、その検討

の中に、是非せっかく都会から来ていろいろな知識、専門知識もある方もいらっしゃいます。

だからそういう地域おこし協力隊、担当としても是非せたな町を盛り上げるんだという意思も

示していただいたので、そういう意見もいろいろ入れていただいて、総ぐるみで取りかかって

いただきたいと思いますけど、いかがでしょうか。

○委員長（平澤 等君） 小板橋課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） 今石原委員言われたのは、協力隊のことも含めてとい

うことですよね。今、町から観光協会に２人の協力隊が派遣されてますけども、昨日も話の中

でありましたが、６月、７月、８月というのは観光協会におきましては、本当にイベント等が

ありまして忙しい時期です。これからいろいろと時間があるかと思いますので、その中で協力

隊の方々には、本当に今おっしゃられたような都会から来られて、そしてせたな町に来て感じ

たこと、そして協力隊の方が思われていたことを、これから観光協会の中で実現していけるよ

うに町としてもバックアップしていきたいと思いますし、担当レベルでも全面的に応援しなが

らやっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○委員長（平澤 等君） 石原委員。

○委員（石原広務君） 本当に小板橋課長いろいろ仕事を抱えているのは十分承知しています。

そらのレストランが今回映画祭に出品されることになってますけど、もしかしたら２弾、３弾

この町をアピールする機会があろうかと思います。まちづくり推進課長としてもう主役になる
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くらいの意気込みで、是非、前向きな活動、行動をしていただきたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 小板橋課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） 私１人ではできませんので、職員全員でやっていきた

いと思ってますので、よろしくお願いいたします。

○委員長（平澤 等君） 質疑継続してございますが、ここで１時間以上を経過いたしました

ので、この時計で１１時２５分まで休憩いたします。

休憩 午前１１時１７分

再開 午前１１時２８分

○委員長（平澤 等君） 休憩を解き会議を再開いたします。

休憩前に引き続き１款議会費、２款総務費の質疑を許します。

橋本委員。

○委員（橋本一夫君） 農業チャレンジのことについて質問します。２４ページです。

これは３年の事業として行われてきたと思いますけれども、２９年度、３０年、３１年とい

うことでやってきたんですけども、私たちは農協から文書が来まして申し込みをしているとい

うような状況の中で、認定されるかされないかというのは農協でも当然認定するだろうし、町

のほうもそれなりに精査をしていくんだろうと思います。その中で結局事業数が多くて予算を

超えるということで先延ばししてやってきている人もいるんです。２年も３年もということは

ないんだけども、１年目の人は２年目に行って、２年目の人は３年目に行ったんだけれども、

３年目の人が今年やられているんだけども、３年目の人が申し込んだけれども、どうもうまく

なさそうだという農業者がいるのか、いないのか、そしてまたこの農業者というのは、５年経

てばいろいろなものが補助金としてやってくれないかというような意見が出るんです。結果的

にその時、町としてはまた違うものを考えてもらえるのか、これはもちろん農業者ですから農

協が率先してやらなければならない補助事業になってくるんですけれども、その時そのうちの

５％でも１０％でも、一つの補助金のものを付けてもらえるのか、もらえないのかだけお願い

します。

○委員長（平澤 等君） 大庭農政係長。

○農政係長（大庭 啓君） 橋本委員の質問に回答いたします。今年度できなくて断念してい

る件数にはついては、今のところございません。

１点目は以上でございます。

○委員長（平澤 等君） 佐藤課長。

○農務課長（佐藤英美君） ２つ目のご質問なんですけども、毎年、農務課としては農協のほ

うに事業の希望調査というものを予算作成の際には出しております。その際に農協から出てく

れば検討するということになっておりますので、その５年後そういった要望があれば検討する

ということになろうかと思います。
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○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

横山委員。

○委員（横山一康君） 今の橋本委員に関連してですが、２４ページの地方創生推進交付金、

農業チャレンジ等支援事業補助金について少しお伺いしたいと思います。

昨日町長は一般質問の吉田議員の答弁の中で、チャレンジ事業の効果一定程度出ているとお

っしゃっていました。平成２６年農業所得が６億２，０００万円、それが２９年は９億６，０

００万円、平成３０年は７億あまりということで、一定程度農業経営基盤が強化されて効果が

出ているとおっしゃっていましたが、私はちょっと違う考えを持っています。実際のところ今、

乳価も高値で安定しておりますし、牛肉、元牛価格も高値で安定しています。ほかの農産物も

非常に価格が良いところで価格で救われているといった部分が非常に大きいのではないかと思

っております。そういうこと鑑みますと、単にこのチャレンジ事業が効果があったというふう

に見るのは時期尚早なのかと思うのですが、その辺の見解を聞かせていただければと思います。

○委員長（平澤 等君） 佐藤農務課長。

○農務課長（佐藤英美君） 効果のほうなんですけども、一人一人農業者の所得の申告等を調

べれば、その内容等と検討すれば効果というのは、ある程度見えてくるのかとは思うんですけ

ども、私たちとしては町の農業者の所得全体という考え方で今回の事業を考えましたので、ト

ータル的にそういった結果になったということで、一定程度効果があったというふうに考えて

おります。

○委員長（平澤 等君） 横山委員。

○委員（横山一康君） 私も効果がなかったということはないと思います。一定程度の効果は

出ていると思うんです。それは確かなことだと思いますが、昨日の吉田議員の一般質問でもあ

ったように、この事業をやはり私は今もう一度精査し直して、新たな方向に向けながら何がし

かの対策をしていかなければいけないと思うんですが、いかがでしょうか。

○委員長（平澤 等君） 副町長。

○副町長（佐々木正則君） 今、農業チャレンジ事業のお話がございましたが、農業、漁業そ

れから商工、このチャレンジ事業は今年度最終年度ということでございますから、評価を行い

まして、今後どういう事業が必要になるのか、その辺は予算とも関連しますので早めに検討を

内部でして方向性を決めたいと思っています。

○委員長（平澤 等君） 横山委員。

○委員（横山一康君） 財政の問題も私も６月に質問させていただきました。今回、道高議員

からもそのような質問が出ております。非常に町の財政状況の厳しいということはわかってお

りますが、この事業の精査をして予算を付けるところには付ける、めり張りをつけた予算付け

をしてほしいと思いますので、検討お願いいたします。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） 決算資料の別のほうなんですが、不用額の関係なんです。基本的
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な考え方、財政課長にお伺いしたいんですけども、結局、５万以上のものが、不用額としてな

っていると思うんですけれども、あまりにも大きすぎる何百万とかあるわけでないですか。こ

れは考え方として、最終的に年度末まで置いておいてということでわかりますけど、しかし３

月の補正の段階で精査してという、不用額を何でこんなに残したのかということの、議会の立

場からするとやはりきちんと使ったのかと、そしたらばこれきちんと精査すべきだったのはな

いかという見方もあるわけです。ですからその辺使わなかったから年度末全部措置もしなかっ

たということであります。やはり精査を３月にしないと、こんなに何百万まであるわけです。

これはすごく目立つわけでございます。そこをきちんと対応を町の考え方としてどのように不

用額の対応について考えるかという基本的な考え方なんですけども、私はもう少し精査すべき

でないかと思います。こうありますとどのように不用額が出たんですかと、きちんと活用した

んですかとかという意見を、私たちとしては投げかけたいわけなんですけれども、もう少しそ

の辺整理していただければと思います。それについてお願いします。

○委員長（平澤 等君） 佐野財政課長。

○財政課長（佐野英也君） ただいまの道高委員のご質問なんですけども、実はこの不用額に

ついては、今回決算書を作るにあたって５万円以上がいいのかというような話もいろいろと内

部でもした経緯があります。それで今言われているように３月の補正の段階で、もう一度きち

んと事業精査をしながら、落とすものは、落とす、付けるものは付けるという考え方でもう一

度この辺のことも含めまして提言いただいたことも参考にしながら、この辺は検討させていた

だきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。

○委員長（平澤 等君） ほかにございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） １款議会費、２款総務費の質疑を終わります。

説明員交替のため暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時３９分

再開 午前１１時４１分

○委員長（平澤 等君） 休憩を解き会議を再開いたします。

３款衛生費、４款衛生費の説明を求めます。

樋口保健福祉課長。

○保健福祉課長（樋口 靖君） 報告書の２６ページ民生費でございます。社会福祉協議会運

営事業補助金、決算額３，０４５万６，０００円で全額一般財源であります。人件費及び物件

費についてそれぞの補助率を基本に社会福祉協議会の運営に対する補助を行なったものでござ

います。

次の敬老会開催業務、決算額１７４万４，０００円で全額一般財源であります。町内３区５

会場で開催されました敬老会に係る委託料でございます。
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次に介護保険居宅サービス事業補助金、決算額３，５８０万９，０００円で全額一般財源で

あります。北檜山区は北檜山恵福会、大成区は大成慈恵会において実施をしておりますデイサ

ービスセンターの運営に対する助成を行ったものであります。利用実績等は記載のとおりです。

次に老人クラブ運営費補助金、決算額１８７万８，０００円で、道補助金が６２万４，００

０円で、残りが一般財源であります。老人クラブ連合会に対する活動費の助成でございます。

次に介護サービス提供基盤等整備事業補助金、決算額７１万６，０００円で全額道補助金で

あります。町内で建設されたサービス付き高齢者向け住宅に併設される小規模多機能型居宅介

護事業所の開設準備経費に対し支援したものでございます。

２７ページになります。介護サービス提供基盤等整備事業補助金繰越明許費、決算額３，１

９６万３，０００円で全額道補助金であります。町内で建設されたサービス付き高齢者向け住

宅に併設される小規模多機能型居宅介護事業所の施設整備が遅れたことにより、繰り越したも

ので、事業所の整備に対し支援したものでございます。

次に障害者地域活動支援センター業務、決算額６５６万４，０００円で、全額一般財源であ

ります。センターの運営管理をＮＰＯ法人せたな共同作業所ふれんどに委託実施してるもので

あります。

次に障害者グループホームのぞみ指定管理料、決算額２５５万６，０００円で、全額一般財

源であります。施設の指定管理者を有限会社松神建設に指定し運営しているものであります。

次に老人ホーム運営費、決算額８，０７０万７，０００円で、全額措置費と入所費用徴収金

で三杉荘の運営管理に努めたものであります。入所状況は記載のとおりでございます。

次に生活支援ハウス運営事業、決算額３，０７９万７，０００円で、使用料が３３０万１，

０００円、残りが一般財源であります。北檜山及び瀬棚の２施設の運営管理委託に要する経費

でございます。

○委員長（平澤 等君） 濱口町民児童課長。

○町民児童課長（濱口喜秋君） 続いて、重度心身障害者医療費助成事業、決算額２，７３６

万４，０００円、国道支出金で１，１１７万８，０００円、その他といたしまして被用者保険

の高額医療費の立替分で２５５万３，０００円、残りが一般財源でございます。重度の障害を

持つ方に対して医療費の助成を行ったもので、助成件数が５，８６５件でございます。

続きまして、ひとり親家庭等医療費助成事業で決算額２７０万１，０００円、国道支出金で

１０９万６，０００円、その他としまして被用者保険の立替分４万８，０００円、残りが一般

財源でございます。ひとり親家庭の医療費の助成を行なったもので、助成件数は１，１１６件

でございます。

○委員長（平澤 等君） 樋口保健福祉課長。

○保健福祉課長（樋口 靖君） ２８ページでございます。瀬棚養護老人ホーム三杉荘改築事

業、決算額６億２，８１９万４，０００円で、道補助金１億３，００３万３，０００円、地方

債４億６，７６０万円、その他財源で２，９９３万３，０００円、残りが一般財源であります。

平成２９年度、３０年度の２カ年事業として改築整備を実施し、平成３０年１０月１日より新
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施設の業務を開始しており、また旧施設の解体工事も実施したところであります。

○委員長（平澤 等君） 濱口町民児童課長。

○町民児童課長（濱口喜秋君） 続きまして、子ども医療費助成事業で決算額２，０４５万円、

国道支出金で２５５万５，０００円、残りが一般財源でございます。未就学児童から高校生ま

でを対象とし医療費助成を行なったもので、助成件数は８，８２６件でございます。

続きまして、妊産婦医療費助成事業で決算額６２万３，０００円、全額一般財源でございま

す。子育て支援の充実のため、妊産婦に対し医療費の助成を行なったもので、認定者３４人に

対し、助成実績は１２９件となります。

次に、未熟児養育医療給付事業で決算額９万６，０００円、国道支出金が６万３，０００円、

その他としまして、本人負担分１万３，０００円、残りが一般財源でございます。指定養育医

療機関に入院する満１歳未満の未熟児１人に対し医療費の助成を行ったものでございます。

以上で３款民生費の説明を終わります。

○委員長（平澤 等君） 続いて４款、佐野財政課長。

○財政課長（佐野英也君） ２９ページ衛生費でございます。病院事業会計繰出金、決算額５

億２，５５３万９，０００円、これついては全額一般財源でございます。繰り出しの内訳です

が交付税算入分ルール分が２億１，７８７万４，０００円、ルール分以外で３億７６６万５，

０００円をそれぞれ繰り出しております。この主な内容ですが、ルール分では病床割及び救急

告示病院運営補助分など、普通交付税算入分１億２，５８０万３，０００円、特別交付税で不

採算地区病院分８，１６８万３，０００円が主なものでございます。ルール分以外では、不採

算赤字補填分２億９，６２０万６，０００円、出資金４４４万円などとなっております。

○委員長（平澤 等君） 樋口保健福祉課長。

○保健福祉課長（樋口 靖君） 続きまして、予防接種業務、決算額１，５４０万円でその他

財源で１０７万８，０００円、残りが一般財源であります。乳幼児、高齢者に対し予防接種法

に基づく定期接種及び任意接種を実施するとともにエキノコックス症検査を行い、公衆衛生の

向上に努めたところであります。実施内容等につきましては記載のとおりであります。

次に母子健康診査等業務、決算額が５９０万７，０００円で道補助金が２１万円、その他財

源で１万２，０００円、残りが一般財源であります。母子保健対策といたしまして、各種健康

診査や妊産婦検診、通院交通費助成など母子支援に努めたところであります。実施内容等につ

きましては記載のとおりであります。

３０ページになります。健康づくり推進事業、決算額１，８４２万３，０００円で道補助金

が５４万２，０００円、その他財源５７７万円、残りが一般財源であります。町民の健康づく

り、健康保持のため各種健康診査、健康教室、がん検診などの実施に努めたところであります。

実施内容等については記載のとおりでございます。

○委員長（平澤 等君） 濱口町民児童課長。

○町民児童課長（濱口喜秋君） 続きまして、合併処理浄化槽設置補助金で決算額３０万円、

すべて一般財源でございます。交付件数は１件でございます。
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続いて、資源ごみ回収奨励金で決算額１０１万円、すべて一般財源でございます。資源ごみ

回収を行なっている子供会や町内会などの団体へ奨励金を交付したものでございます。

続いて、公営温泉浴場管理費で決算額２，２１４万９，０００円、その他としまして温泉使

用料等で１，０５５万８，０００円、残りが一般財源でございます。温浴施設やすらぎ館に係

る運営費でございまして、昨年度の利用件数は２万６，８７６人となってございます。

次に、北部桧山衛生センター組合負担金で決算額２億５５２万９，０００円、すべて一般財

源でございます。内容につきましては、構成町の普通負担金で１億９，２４３万円、算入費用

負担金として１，３０９万９，０００円でございます。

最後に、し尿等処理事業で決算額３，４７２万６，０００円、その他としまして、し尿処理

手数料が２，３３２万６，０００円、残りが一般財源でございます。昨年度のし尿等収集量に

つきましては３，８９８．６２キロリットル、延べ件数では５，３０８件となりました。

以上で４款衛生費の説明を終ります。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりました。

ここで昼食のため午後１時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時５３分

再開 午後 １時００分

○委員長（平澤 等君） 休憩を解き会議を再開いたします。

３款民生費、４款衛生費の質疑を許します。決算書では一般６７ページから一般８９ページ

までです。

大湯委員。

○委員（大湯圓郷君） 報告書の２６ページ、２７ページに跨った介護サービス提供基盤等整

備補助金で、これは国道の補助ですべてなってます。町からの支出ではございませんけれども、

今この株式会社マルエイのサ高住の状態はどういうふうになっているのか、わかる範囲で教え

てください。

○委員長（平澤 等君） 藤谷主幹。

○保健福祉課主幹（藤谷知昭君） 大湯委員の質問にお答えさせていただきます。ただ今質問

のありました地域密着型小規模多機能型居宅介護事業所あさがおについてなんですけども、今

年の３月３１日から開設しております。今の入居状況なんですけども、通所サービス利用者定

員１２名に対して、現在２名の利用、宿泊サービス利用定員４名に対して２名の利用となって

おります。

以上です。

○委員長（平澤 等君） 大湯委員。

○委員（大湯圓郷君） このくらいの人数だったら経営なんか心配だと思います。しかしなが

ら、私、総務厚生常任委員会にいたときに、介護士の取り合いなどは無いかと質問をさせてい
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ただいたことあるんですけれども、これによって町の既存の施設等にはあまり問題はなかった

のかと思うんですけど、どうでしょうか。

○委員長（平澤 等君） 藤谷主幹。

○保健福祉課主幹（藤谷知昭君） 今の時点で問題があるという意見とか、話は聞いておりま

せん。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） それでは２６ページのまずは社会福祉協議会運営事業補助金につ

いて質問させていただきます。人件費が１００％、物件費が６５％ということで３，０４５万

６，０００円ということでの町からの補助金が交付されて、社会福祉協議会の運営が行われて

きたということで、ボランティア、サロン活動などの地域福祉を推進している協議会の安定的

な運営が図られたという評価でございますが、合併いたしましてから１３年経ちます。合併以

来３区のそれぞれの旧町単位でやってこられた事業について、それを基本としながら現在まで

来られていると思いますが、ここの本所であります北檜山の職員の体制を含めた中で、本当に

このままで社会福祉協議会本来の運営というものが、このマンパワーでいいのかどうか。基本

的には社協は営利団体でございませんので、やはり町からそういう体制を整えてあげるという

支援体制といいますか、そういったものも１０年以上経った今、もう１回きちんとこれからの

町における役割、社協における役割というのは多々サービス関係、業務関係が出てきていると

ころでございます。今の体制の中で新たな社協としての求められてるサービス事業をやってい

くには限界があるということを私も聞いおります。ですから本当にこれからの社協の運営につ

いて、そしてまた役割についてきちんとした中での町との協議をしていただいて、そしてその

中で社協としての足りない部分、そういったものをもう１回再構築して、きちんとした安定的

な町の福祉活動を担う社協の整備体制というものをきちんと作っていく必要があるのではない

かと思っています。その辺についてどういう見解を持っているのか、私は新年度に向けて、こ

れからに向けてどういうふうに思っているのか、お伺いします。

○委員長（平澤 等君） 浜高補佐。

○保健福祉課長補佐（浜高正明君） 道高委員のご質問にお答えいたします。

道高委員のおっしゃいますとおり、地域の福祉の推進には社会福祉協議会の役割というのは

大変重要な役割を担っていると認識をしております。町としましては、その重要性を認識しな

がら人件費１００％という補助を継続しておりますし、この度、社会福祉協会が旧北檜山保育

所に移転されまして、新たな事業展開をするという目的から、町としても施設の改修に対して

も町で整備をしたところです。これから社協としてはボランティア活動ということも充実をし

ていきたいということから、ボランティアセンターなるものをこの４月に開設しまして、その

センターの事務を担う職員、臨時職員を１名採用しているところです。それに対しても町とし

ては助成をしております。今後とも社協のやるべきこと、社協に対してやっていただきたいこ

とは担当としてもいろいろありますが、今後とも社協と連携しながらどういう活動を社協にお
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願いしたいかということも伝えながら、町としても支援をしていきたいと考えています。

以上です。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） これまではそういう新しい事業に取り組むということについて、

町からもそういう支援体制、相談体制を取られてきたのかということは、私も理解をしており

ます。本丸である本所自体の体制、これは長年の課題でございました。今、事務局長も役場Ｏ

Ｂということで年齢も重ねられてきています。一生懸命頑張っているわけですけれども、これ

からのこの本丸である社会福祉協議会の体制には、きちっとした職員、事務局長もそういうエ

キスパート的な方もこれから必要だと思うし、小手先の体制でなくて、きちんとした体制を作

ってあげるということが必要でないかと思うわけです。今は本当にその場その場でこうやって

十何年間やってきたと見えるんですけども、これから高齢化の波が押し寄せた中で、そういっ

た生活サポート、さまざまな福祉サービス、そういったものが先進地の町では本当にしっかり

とした体制が取られてきていると。視察に行ったことありますけれども、そういう面では我が

町はこれでいいのかと。３区それぞれ支所長もいらっしゃいますけれども、本当にそれぞれご

苦労されているわけですけれども、そういう連携、本所を中心とした連携体制についてどうな

のかと。しっかりとしたそういった改善改革に向けた取り組みについて、これは社協の社会福

祉法人としての組織体制のことになりますが、町が１００％担っていることからすると、そう

いうことについても指導と支援体制、相談体制しっかりやって、町と社協と両輪で我が町がこ

れから迎える高齢化体制の役割を担ってもらうんだということを一つ目指してほしいと思うわ

けです。この点について町長の意見をお伺いしたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 町長。

○町長（高橋貞光君） 道高委員おっしゃるとおりだと思います。これは予算ばかりではなく

て、しっかりした体制作りというものも当然求められますし、それにかかわって民、ボランテ

ィアの協力が当然重要になってくると思います。社会福祉協議会で、構成している役員の皆さ

んもおられますから、それはそれでしっかり今後の協議会のあり方について、これからも検討

していただけるというふうに思っておりますが、町は町として、今私たち重要課題として捉え

てるのは産業振興はもちろんなんですが、子育てあるいは福祉、医療といった重要な政策があ

るわけでございまして、この福祉というものもこれは大変重要な課題と捉えております。した

がいまして町は町としてしっかり福祉に対する取り組みをしていくわけでありますが、これは

どうしても社会福祉協議会と連携をしなければならない部分というのは、たくさんあると思い

ます。その辺につきましてお互いに情報交換をし、より効果の上がるような運営の仕方と、共

にしっかりこの福祉という面での事業を進めて行かなければならないと思っております。

○委員長（平澤 等君） そのほか質疑を許します。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） ３０ページの健康づくり推進事業の関係でございます。町民の健

康づくり、健康保持ということで健康診査、健康教室など特に健康診査、これは健診関係でが
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ん関係もたくさん受けてます。やはりこういった早期発見、早期治療ということでこういう検

査をやることによって、重篤なものの予防を図るという面で、これは本当に大切なことだと思

います。それでこのがん検診を受けられた方の中で、受けて良かったと、これがあったから早

期発見で今治療を受けて元気にいられるという方が、がん検診を受けられている方が町民の

何％かわかりませんけれども、その中でやはり受けた方がそれによって守られたということの

証というものを受けられてない方々にもきちんと知らしめて行くというのも大事だと思うわけ

です。ですからその辺、がん検診を受けられて、引っ掛かった人が何％おられて、それによっ

てそれを生かしていくと、受けていない方々に対してのＰＲと言いますか、そういうものの考

え方を持っていただければと思うんですけれども、その辺いついてちょっとお伺いしたいと思

います。

○委員長（平澤 等君） 垣本係長。

○保健推進係長（垣本利子君） 今の質問にお答えしたいと思います。毎年がん検診さまざま

やっておりまして、例年大体ですけれども５名前後の方でがんが発見されております。がん健

診のほうの精密検査のほうになって、そのあときちんと病院に行かれたかの追跡の方はこちら

の方でもしております。バラつきはちょっとあるんですけれども大体９０％前後の方が病院い

行って検査を受けていらっしゃいます。早期にがんを発見された方からの検診を受けて良かっ

たです、という言葉を、私たちも地域で健康相談とかをする時にそういう言葉かけをいただい

たりはしております。ただ、その言葉かけに対して特に町民の皆さんにこういう反応があった

よというのは、確かに私たちも行っていないというか、アピール不足っていうのはあるかと思

いますので、その辺は今後、ご本人のほうにそういう声を載せてもいいかと聞いて、よければ

そういう声とかを広報の方にもがん検診受けようねということで、今年は乳がん、子宮がん、

肺がんとかというふうにどんどん周知のほうをしていきながら、がん検診の効果というものを

伝えていきたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） やはりこれからはそういうプラスアルファのような考え方でこの

事業と言いますか、町民の皆さんが等しく検診を受けるように、そして受けて良かったという

声を広報に掲載し、そういうことが本当に一つのきっかけとなって検診率に繋がるということ

がありますので、プラスアルファのことを考えながら、こういった検診関係をやっていただき

たいと思います。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 以上で３款民生費、４款衛生費の質疑を終わります。

説明員交代のため暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時１９分

再開 午後 １時２１分
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○委員長（平澤 等君） 引き続き会議を再開いたします。

５款労働費、６款農林水産業費の説明を求めます。

小板橋まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） それでは３１ページ労働費からです。決算書では一般

の８１ページからとなります。渡島檜山北部通年雇用促進支援事業、決算額３万６，０００円

で全額一般財源でございます。渡島檜山北部の４町の連携により効率的な事業所及び季節労働

者の通年雇用に繋がる事業を行い、意識啓発が図られたものでございます。

○委員長（平澤 等君） 続いて佐藤農務課長。

○農務課長（佐藤英美君） 続きまして農林水産業費です。産業担い手育成事業奨励金農業関

係分、決算額３００万円です。産業担い手育成条例により平成３０年度に就農した新規就農者

１名及びＵターン者等１名に対し奨励金を交付したものであります。

続きまして、産業担い手育成事業補助金農業関係分、決算額９万４，０００円です。産業担

い手育成条例により平成２７年度に新規就農した農業者１名に対し、農地賃貸料の補助を行い

負担軽減を図ったものであります。

続きまして、環境保全型農業直接支払交付金事業補助金、決算額３０４万４，０００円です。

地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農に取り組む農業者に対し、追加的コストを

支援するもので、８戸の農業者が有機農業、６戸が堆肥施用を行いました。

続きまして、北海道農業次世代人材投資事業交付金、決算額３８７万１，０００円です。平

成２４年度から始まった国の担い手支援対策で、平成２７年度に町内に新規就農した２戸の農

業者に対して支援したものであります。

続きまして、中山間地域等直接支払交付金、決算額５，１２０万８，０００円です。要件を

満たした傾斜地の面積に応じて交付金が交付され、各集落の協定に基づきまして農用地保全活

動や地域独自の農業生産活動などに活用されました。

続きまして、町営牧場指定管理料、決算額５００万円です。町営牧場の運営に係る指定管理

料で、５月２４日から１０月２７日までの放牧期間に２３５頭の入牧があり、畜産農家の労力

低減等が図られました。

続きまして、北部檜山酪農ヘルパー利用組合事業費補助金、決算額１５０万円です。利用組

合の運営費助成によりヘルパー利用が促進され、酪農家のゆとりある生活が図られたものであ

ります。

続きまして、優良家畜導入支援事業補助金です。決算額１，０９９万９，０００円です。３

０年度から３カ年事業として実施しておりまして、乳牛３３頭のほか肉用牛等の優良家畜の導

入が図られたものです。

続きまして、基幹水利施設管理事業団体営事業でございます。決算額２，８８１万２，００

０円です。真駒内ダムの計画的な更新、改修により、農業用水の安定供給の強化を図るため超

音波流量計の改修などを行なったものであります。
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３２ページになります。農地耕作条件改善事業団体営事業です。決算額２，０３１万５，０

００円、農地の耕作条件の改善を行い、農業経営の安定化を図るため北檜山区内の圃場につい

て、暗渠排水、区画拡大６．１８ヘクタールを整備いたしました。

続きまして、国営造成施設管理体制整備促進事業、決算額で５０２万９，０００円です。利

別川水系、太櫓川水系にある農業水利施設の維持管理体制の強化を図るため、これら施設を管

理している狩場利別土地改良区に補助し、農家賦課金の負担軽減を図ったものであります。

続きまして、西兜野排水機場設備改修事業団体営事業でございます。決算額２８５万１，０

００円です。老朽化した蓄電池の更新を行い施設の長寿命化等を図ったものであります。

続きまして、道営負担金事業、がんび岱地区農道整備事業負担金、大富地区防災減災事業負

担金、道営事業でございます。決算額３，３８６万８，０００円、がんび岱地区の防雪柵３０

６メートルを新設し荒天時の通行確保を図り、また大富地区の排水機場のエンジンや機器類の

整備改修を行い地域の防災、減災などを図ったものです。

続きまして、農業センター業務運営事業、決算額１，７２５万９，０００円です。各種試験

栽培、ブロッコリーの育苗、土壌診断等を実施し農業者への情報提供や苗の供給により負担軽

減、適正施肥によるコスト削減などを図ったものであります。

続きまして、ふれあいプラザ改修事業、決算額１，２９４万９，０００円です。老朽化した

多目的ホールの照明器具のＬＥＤ化及び排煙窓を改修し、施設の長寿命化を図ったものであり

ます。

以上で説明を終ります。

○委員長（平澤 等君） 横川水産林務課長。

○水産林務課長（横川洋二君） それでは水産林務課所管分の説明をいたします。３２ページ

の続きからになります。まず林業関係でございます。

未来につなぐ森づくり推進事業人工造林補助金、決算額８９４万１，０００円、財源内訳に

つきましては、国道補助金５５０万２，０００円、残り３４３万９，０００円が一般財源でご

ざいます。事業実績につきましては、伐採跡地への確実な植林により資源の循環利用を図るた

め、対象者１５名、３１．９４ヘクタールの造林に対し補助したものであります。

次に３３ページになります。一般民有林造林事業除間伐補助金、決算額２４６万２，０００

円、財源内訳につきましては、全額一般財源でございます。事業実績につきましては、除間伐

補助対象者１２名、面積９７．８２ヘクタールで、町内民有林について保育保全等の育林によ

り森林の健全な成長が促進され、森林が持つ公益的機能の増進が図られたものであります。

次に一般民有林造林事業下刈補助金です。決算額７６万７，０００円、財源内訳につきまし

ては、全額一般財源でございます。事業実績につきましては、補助対象者６９名、下刈面積１

８３．９３ヘクタールで、一般民有林の植栽木の育成を阻害する雑草木を除去し、森林の健全

な成長の促進を図ったものであります。

次に、森林活性化間伐材等搬出支援事業、決算額３６２万６，０００円、財源内訳につきま

しては、全額その他財源でございます。事業実績につきましては、補助対象者１１名、搬出材
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積１，８１２．８８立米で、適正に伐採されたことにより発生したパルプ材及び低質材、木質

バイオマスの原材料の搬出運搬経費に対する支援により、搬出材の有効活用が図られたもので

あります。

次に、元浦地区小規模治山工事、決算額１，３３９万２，０００円、財源内訳につきまして

は、国道補助金６６９万６，０００円、残り６６９万６，０００円が一般財源でございます。

事業実績につきましては、瀬棚区元浦地区において崩壊の危険性のある部分を法切工４１８立

米、伏工１７８平方メートル、水路工１０メートル、実播工１２５平方メートルの治山工事を

施工し、人家、倉庫等並びに国道等周辺の保全対象施設の安全と町民の生活の安全が図られた

ものであります。

次に、町有林復旧造成工事、決算額１，４９０万４，０００円、財源内訳につきましては、

国道補助金９８１万１，０００円、残り５０９万３，０００円がその他財源でございます。事

業実績につきましては、台風により被災した北檜山区丹羽、共和地区の森林について、特殊地

拵、被害地造林６．６０ヘクタールの復旧工事を行い、森林の持つ公益的機能が復元されたも

のであります。

次に、町有林複層林造成工事、決算額４４２万８，０００円、財源内訳につきましては、国

道補助金３１９万３，０００円、残り１２３万５，０００円がその他財源でございます。事業

実績につきましては、町有林整備更新伐、人工造林面積で４．５０ヘクタールで、植えて、育

てて、伐って、また植えるという森林資源循環モデルを構築したものであります。

次に、林道専用道宮野丸山線開設工事、決算額３，９１６万円、財源内訳につきましては、

全額国道補助金でございます。事業実績につきましては、林業専用道宮野丸山線幅員３．０メ

ートル、延長１，２８０メートルを開設し、大成区宮野町有林内において施業利用区域３７ヘ

クタールの森林施業を推進することができたものであります。

次に、町有林下刈工事、決算額２７５万４，０００円、財源内訳につきましては、国道補助

金１８７万３，０００円、残り８８万１，０００円が一般財源でございます。事業実績につき

ましては、町有林の幼木の健全な成長促進を図るため、単層林３．５０ヘクタール、複層林４

９．９ヘクタールの下刈り整備を行ったものであります。

次に漁業関係でございます。

水産多面的機能発揮対策事業負担金６６万９，０００円、財源内訳につきましては、全額一

般財源でございます。事業実績につきましては、瀬棚地区ほか３地区の藻場保全活動組織など

が行う、藻場造成、漁場の耕うんなどの保全活動事業に対し支援したものであります。

次に、浅海漁業増養殖事業補助金８５６万６，０００円、財源内訳につきましては、全額一

般財源でございます。事業実績につきましては、未利用海域のキタムラサキウニ８０トンを浅

海の適地に移植することにより、資源の有効利用が図られたものであります。

次に、秋サケ資源増大対策事業１２０万円、財源内訳につきましては、全額一般財源でござ

います。事業実績につきましては、管内５町が連携し施設運営に係る助成を行い、秋サケの健

苗生産や回帰率の向上のための取り組みを実施したものであります。
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次に３４ページになります。エゾアワビブランド化推進事業８１万円、財源内訳につきまし

ては、全額一般財源でございます。事業実績につきましては、水産物のブランド化として取り

組んでいるエゾアワビの管理漁場における飼育種苗に支援することにより、資源造成が図られ

たものであります。

次に、漁業チャレンジ等支援事業３２５万３，０００円、財源内訳につきましては、全額そ

の他財源でございます。事業実績につきましては、漁業における規模拡大やコスト低減に取り

組む漁業者や定年後等新規就業者に対し支援を行い、漁業経営の強化が図られたもので、コス

ト低減対策には７件、２８７万６，０００円、定年後就業者対策に２件、３７万７，０００円

の交付を行ったものであります。

次に、イカ釣漁業燃油支援事業４９８万９，０００円、財源内訳につきましては全額一般財

源でございます。事業実績につきましては、イカ釣漁業の記録的な不漁に伴い、操業に要した

漁業用燃油の購入費用に対し支援を行い漁業経営の安定が図られたもので、イカ釣漁業者２７

名に対し３３万３，３７７リットル分にリッター当たり１５円以内を補助したものであります。

次に、日本海漁業振興対策事業３，１２０万３，０００円、財源内訳につきましては、国道

補助金２，２０４万９，０００円、残り９１５万４，０００円がその他財源でございます。事

業実績につきましては、道が策定した日本海漁業振興基本方針に基づき、各地区で実施した事

業に対し支援したもので、事業主体のひやま漁業協同組合が実施したホタテ貝養殖漁業、これ

は大成貝取澗地で行われました。その事業費３，１７２万５，０００円に対し、道が２分の１、

町が４分の１の補助で２，２０３万１，０００円、さけ定置網漁業、これも大成貝取澗地区で

ありますが、事業費７８２万円、補助率が同じで５４３万円をそれぞれ補助し、増養殖や未利

用資源の活用及び漁場の有効活用が図られたものであります。また本事業は、ひやま漁協が事

業主体となった事業であり、乙部町で実施されたホタテガイ養殖事業、事業費８０８万４，０

００円に対し、同補助金の３７４万２，０００円を合わせて交付したものであります。

次に、水産種苗育成センター運営業務２，７０６万５，０００円、財源内訳につきましては、

その他財源が６４８万円、残り２，０５８万５，０００円が一般財源でございます。事業実績

につきましては、あわび事業の供給数として５０ミリを合計４万個、ナマコ栽培試験事業とし

て数量７５万個、あわび種苗の安定供給並びにナマコ種苗の生産及び前浜への配付が図られた

ものであります。

最後に、海水取水管改修工事４１９万円、財源内訳につきましては、全額一般財源でござい

ます。事業実績につきましては、国道横断部の海水取水管の改修を行い取水機能の維持が図ら

れたものであります。

以上で６款農林水産業費の説明を終わります。

ご審議のほどよろしくお願いします。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりました。５款労働費、６款農林水産業費の質疑を許し

ます。決算書では一般８９ページから一般１０６ページです。

横山委員。
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○委員（横山一康君） ３２ページのがんび岱地区の防雪柵整備事業についてお聞きしたいと

思います。事業効果のところで、防雪柵が整備されたことにより荒天時の通行確保が図られた

となっておりますが、町内会の方に聞くところによると必ずしもこのような効果は出ていない

というふうなことを聞いております。また町内会を通して町のほうにこのようなことも上がっ

ていると思うんですが、この件に関してどうでしょうか。

○委員長（平澤 等君） 斉藤係長。

○耕地係長（斉藤 真君） 地元の方からの防雪柵の効果について、効果が薄いという話も伺

っておりまして、今年の春に事業実施主体である檜山振興局に対しまして、平成３０年度で事

業完了なんですけど、設置後の事後評価していただいて、その後の対応対策等をこれから検討

していきたいと思っております。

以上です。

○委員長（平澤 等君） 横山委員。

○委員（横山一康君） この事後評価というのは、まだ終わってないんでしょうか。

○委員長（平澤 等君） 斉藤係長。

○耕地係長（斉藤 真君） 平成３０年度で事業終わっているんですけども、これから令和元

年度も評価いたしまして、どういう現象が起きてるのかという評価いたしまして、あと除雪路

線、町道でもございますので、建設水道課とも協議しながら今後の対応策等を検討していきた

いと思っております。

○委員長（平澤 等君） 横山委員。

○委員（横山一康君） この路線は、ほとんどが酪農家が占めているところで、毎朝早くから

集乳車が通る路線であります。また近隣には小学生や中学生がいてスクールハイヤーが必ず通

るところであります。スクールハイヤーが途中で立ち往生した、集乳車が立ち往生したという

ふうな情報も入っておりますので、是非そのところは早急に道と協議して、この事業効果が出

るような形で取り進めていただきたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 斉藤係長。

○耕地係長（斉藤 真君） 横山委員のおっしゃるとおり北海道と協議しながら進めていきた

いと思います。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 以上で５款労働費、６款農業水産業費の質疑を終わります。

説明員交換のため暫時休憩いたします。

休憩 午後１時４３分

再開 午後１時４５分

○委員長（平澤 等君） 休憩を解き会議を再開いたします。
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７款商工費、８款土木費の説明を求めます。

小板橋まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） ３５ページです。商工費、決算書では一般の１０６ペ

ージからになります。

ふれあい市場開設事業、決算額７万９，０００円で全額一般財源です。５月１８日から１０

月３１日の通常開催と、計４回の特別開催、合わせて２６日開設しております。延べで１４５

店舗が出店しております。これにより地元海産物、農産物及び加工品のＰＲと地産地消が図ら

れたものでございます。

続きまして、商工会補助金１，１００万円、全額一般財源です。商工会の適正な運営と経営

改善普及事業による会員の安定と負担軽減が図られたものでございます。

続きまして、中小企業経営安定資金融資利子補給費補助金５７万４，０００円、全額一般財

源です。利子補給をすることにより利用者の負担軽減が図られたものでございます。

続きまして、産業担い手育成事業奨励金商工関係分です。３００万円で全額産業担い手育成

基金を充当しております。商工業発展のための担い手の育成確保が図られたものでございま

す。

続きましてに商業チャレンジ等支援事業交付金６６３万円、全額６６３万円産業担い手育成

基金を充当しております。商工業経営基盤の強化につながる取り組みを行う商工業者等へ補助

金を８件交付しております。これにより経営基盤を強化しようとする者の支援が図られたもの

でございます。

続きまして、レンタカー利用者宿泊推進業務１２９万４，０００円、全額一般財源です。レ

ンタカーを利用し町外からせたな町へ訪れる観光客に、町内各事業所で使用できる商品券を助

成することにより、宿泊利用による滞在型観光客の誘客の推進が図られたものでございます。

続きまして、地域おこし協力隊員６６０万６，０００円、全額一般財源です。地域おこし協

力隊員として２名を雇用しまして、観光協会並びにまちづくり推進課に配置しまして観光振興、

そして特産品の開発及び各種研修会等の開催により、事業者の意識向上が図られたものでござ

います。

次に、観光協会補助金６６０万円、全額一般財源です。観光協会の適正な運営と会員の負担

軽減が図られたとともに、観光振興が図られたものでございます。

イベント事業補助金５３３万６，０００円、全額一般財源です。観光イベントの実施により

町内外からの入り込み客を増やし、町内経済の活性化及び観光ＰＲが図られたものでございま

す。

３６ページをお願いいたします。グリーンパーク運営事業、決算額８３４万５，０００円、

１５６万３，０００円のその他財源は使用料でございます。残り６７８万２，０００円が一般

財源です。４月７日から１１月４日までの開設により、８，０８０人の利用者がありました。

町民の健康増進と観光振興が図られたものでございます。

続きまして、三本杉海水浴場管理運営事業２４７万９，０００円で、シャワー使用料が１３
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万９，０００円、残り２３４万円が一般財源です。３３日間の開設により３，１４０人の利用

者がありました。

次に、ふとろ海水浴場管理運営事業５６万９，０００円の決算額で、シャワー使用料が７万

９，０００円、残り４９万円が一般財源です。３２日間の開設により、利用者は１，８０４人

です。

次に、平浜海水浴場管理運営事業６３万７，０００円の決算額で全額一般財源です。３３日

間の開設で１，４６９人の利用がありました。これら３海水浴場の開設により利用者へのサー

ビスの提供と観光振興が図られたものでございます。

次に、臼別温泉管理運営事業１１２万８，０００円で、清掃協力金としまして３２万６，０

００円、残り８０万２，０００円が一般財源です。３，１６６人の利用がありましてサービス

の提供と観光振興が図られたものでございます。

次に、道の駅てっくいランド大成管理運営事業７６５万４，０００円の決算額で、２８万６，

０００円のその他財源はシャワー使用料と電気代でございます。残り７３６万８，０００円は

一般財源です。標記の利用状況によりまして、利用者へのサービスの提供と観光振興が図られ

たものでございます。

青少年旅行村運営事業５７３万５，０００円、３２５万８，０００円の使用料でございます。

残り２４７万７，０００円は一般財源です。４月２３日から１０月３１日までの開設により、

１，９５２人の利用がありまして、利用者へのサービスの提供と観光振興が図られたものでご

ざいます。

国民宿舎あわび山荘運営事業２，５１０万８，０００円、全額一般財源です。通常の１，６

００万円の指定管理料のほか、協定によります町の負担分露天風呂等改修、そして胆振東部地

震被害分としまして４８６万円、２７５万円の指定管理料を支出しています。利用者に快適な

休憩、保養のできる宿泊施設の提供が図られたとともに、地域経済、地域雇用に貢献すること

ができたものでございます。

次に３７ページ、温泉ホテルきたひやま運営事業です。決算額１，６６１万３，０００円、

全額一般財源です。通常１，３００万円の指定管理料のほかに、先ほどと同じように協定に基

づきます町の負担分として１０８万９，０００円を支出しております。利用者に快適な休憩、

保養のできる宿泊施設の提供が図られたとともに、地域経済、地域雇用に貢献をすることがで

きたものでございます。

商工費につきましては以上です。

○委員長（平澤 等君） 丹羽建設水道課長。

○建設水道課長（丹羽 優君） 続きまして８款土木費です。決算書の範囲といたしましては

１１１ページから１１９ページとなってございます。

町道交通安全施設整備工事、決算額１３５万円、全額一般財源でございます。区画線が４路

線で延長１，２７７．３メーター、カーブミラー３路線３基、カードケーブル２路線延長１０

０メートルを実施したものでございます。



- 36 -

次に、町道寿町３号線外舗装補修工事、決算額１９２万２，０００円、全額一般財源でござ

います。舗装補修工事といたしまして、記載の２路線で延長１３５メーター、面積にして８１

０平米を実施したものでございます。

次に、町道豊岡鍋坂線支線２号線流末側溝蓋敷設工事、決算額６１万６，０００円、全額一

般財源でございます。側溝蓋敷設工事といたしまして延長３５メーターを実施したものでござ

います。

次に、北檜山流雪溝施設整備事業、決算額２，９１６万円、財源内訳ですが、国道支出金２，

８１３万９，０００円、残り一般財源でございます。取水ポンプの点検整備としてオーバーホ

ール４台を実施したものでございます。

次に、橋梁個別施設計画策定業務、決算額９８２万８，０００円、財源内訳ですが、国道支

出金６４８万６，０００円、残り一般財源でございます。町道橋１２５橋の長寿命化修繕計画

の策定を行なったものでございます。

次に、町道橋長寿命化修繕事業、決算額７７７万６，０００円、財源内訳ですが、国道支出

金５１３万２，０００円、地方債２６０万円、残り一般財源でございます。橋梁長寿命化補修

計画に基づき、大成区の第二砥歌川橋補修工延長１３．５メーターを実施したものでございま

す。

次に、町道花畑線舗装補修工事、決算額１，６４１万６，０００円、全額一般財源でござい

ます。舗装補修工事といたしまして当該路線で延長４８１メーター、面積で２，６４０平米を

実施したものでございます。

次に、道路照明建替工事、決算額１，３５０万円、財源内訳ですが、国道支出金８８８万６，

０００円、残り一般財源でございます。道路付属物修繕計画に基づき、記載の４路線で１０期

の建て替えを行ったものでございます。

次に、町道公園通３号線・４号線改良舗装工事、決算額１，９４０万８，０００円、財源内

訳ですが、国道支出金１，２５７万１，０００円、残り一般財源でございます。改良舗装工事

といたしまして延長９２．０６メーター、面積で５５９平米を実施したものでございます。

○委員長（平澤 等君） 横川水産林務課長。

○水産林務課長（横川洋二君） 続きまして３７ページの土木費の続きからになります。

まず瀬棚港岸壁防舷材取替工事５５８万４，０００円、財源内訳につきましては、その他財

源１４８万８，０００円、残り４０９万６，０００円が一般財源でございます。事業実績につ

きましては、劣化が著しいマイナス７．５メートルの岸壁の防舷材を３基取替したことにより、

岸壁の機能保全と利用船舶の離着岸の安全性が図られたものであります。

次に３８ページになります。瀬棚港修築事業負担金３２３万１，０００円、財源内訳につき

ましては、地方債が３２０万円、残り３万１，０００円が一般財源でございます。瀬棚港東外

防波堤の延伸や深浅、汀線測量が行われたことにより、荷役作業の安全性の向上、静穏海域の

造成を図るため、東外防波堤の延伸が進められたものであります。

次に、瀬棚港修築事業負担金、これは繰越明許費になります。５７０万円、財源内訳につき
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ましては、全額一般財源でございます。事業実績につきましては、瀬棚港修築事業に係る負担

金でありまして、実績で東外防波堤延伸本体工６．５メートルの延伸が進められ、利用船舶の

安全の向上が図られたものであります。

○委員長（平澤 等君） 丹羽建設水道課長。

○建設水道課長（丹羽 優君） 続きまして、町営住宅屋根改修事業、決算額３９２万３，０

００円、全額一般財源でございます。北檜山区の豊岡高台団地１棟４戸葺替、瀬棚区のあかし

や団地１棟５戸の塗装を実施したものでございます。

次に、町営住宅避難梯子改修事業、決算額１３０万７，０００円、全額一般財源でございま

す。北檜山区の徳島団地１号棟で４カ所の避難梯子を改修したものでございます。

次に、町営住宅換気設備改修事業、決算額３９３万１，０００円、全額一般財源でございま

す。北檜山区の川沿団地１号棟１２戸、大成区のみやこの丘団地８戸の換気設備の改修を実施

したものでございます。

次に、町有住宅屋根外壁改修事業、決算額３５１万円、全額一般財源でございます。北檜山

区の太櫓町有２１１号棟の屋根の塗装、外壁の改修を実施したものでございます。

次に、町営住宅長寿命化改善事業、決算額９５９万円、財源内訳ですが、国道支出金４７９

万５，０００円、残りはその他で公共施設整備基金でございます。町営住宅等長寿命化計画に

基づき北檜山区の川沿団地３号棟の屋上防水改修工事を実施したものでございます。

次に、町営住宅解体事業、決算額７２９万４，０００円、財源内訳ですが、国道支出金３６

４万７，０００円、残り一般財源です。北檜山区の豊岡下地団地２棟８戸について解体工事を

実施したものでございます。

以上で８款土木費の説明を終わります。

よろしくお願いいたします。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりました。

ここで１時間経ちましたので２時１０分まで休憩いたします。

休憩 午後２時００分

再開 午後２時１０分

○委員長（平澤 等君） 休憩を解き会議を再開いたします。

７款商工費、８款土木費の質疑を許します。決算書では一般１０６ページから一般１１９ペ

ージまでです。質疑ございませんか。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） ３６ページでございます。グリーンパーク運営事業についてでご

ざいますけれども、決算額が８３４万５，０００円ということでございます。利用者が８，０

８０人でありますけれども、これに係る臨時職員の作業員の賃金というものが、決算書の１０

８ページに載っております。臨時作業員賃金１，０２１万７，４２７円となっておりますが、
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この賃金のパークにかかってる割合といいますか、その中身をお伺いしたいのと、そしてここ

３年間の利用者の人数はどのようになっているのかということお聞きします。

○委員長（平澤 等君） 撫養係長。

○商工労働観光係長（撫養和伯君） 今の質問にお答えいたします。賃金につきましては、総

額のうち、ふとろ海水浴場ほか大成、瀬棚の作業員賃金も入っております。そのうちパーク場

につきましては、３０％前後の金額で見積もっております。利用者につきましては、平成３０

年度８，０８０人、平成２９年度９，３９７人、平成２８年度８，７８５人となっております。

賃金ですがパークゴルフ場経費のうち平成３０年度は４７６万３，４１５円、平成２９年度は

４５４万２，２１５円、平成２８年度は４３５万８，３５２円ということです。

以上です。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） このグリーンパークゴルフ場、町の直営ということで開設してか

らもう２０年くらいになるんでしょうか。町の中心的な健康増進それから観光振興ということ

での役割を果たしてきたと。旧町時代から大変期待もされてきております。当時は１万人以上

の利用者もいたということであります。この時代の流れとともに年々このような利用者も減少

してきているということです。経費のほうも今言ったように臨時作業員の賃金も３割というこ

とでありますけども、おそらくパークも兼ねていろいろな公共施設の草刈りもやってるという

ことだと思います。どっちをメインにしながらやっているのかという話になりますけれども、

いずれにしても１，０００万円が作業員にかかっているということであります。観光と健康と

一体とした滞在型の利用としてのパークゴルフ場の存在というものは、これは我が町にとって

も必要なことだと思うんですけれども、ただこの今、規模の日本一を誇るロングコースという

銘を打っておりますけれども、こういったものがこれから見直しと言いますか、要するにそう

いう看板をかけたことによってどれだけの効果があるのかと。それよりも私は、この幕別のほ

うの標準、公認されたコースとすることによって全道各地の大会だとか、そういったこともで

きるんだという話も関係者、利用者からも聞いたことがございます。今あまり大きすぎてなか

なかそういう大会が行えないんだということがあります。今までは日本一ということをメイン

でやってきましたけども、これからの町の全体的な財政運営を考えたときに、やはり一つのき

っかけ、見直しの時期に来ているのかということも、各関係の協会の方の意見も聞きながら、

新しいそういう発想の中で、さらに健康増進のために町民の皆さん方に利用してもらえるよう

なコース造り、そしてまた公認のコース造り、それによってどういうふうに大会ができるとか、

そういったことの見直しもこの機会にすることが必要でないかと。何十年もやってきてこのま

まということにならないと思います。こういうのは節目の時に見直しをするきっかけになるの

かと考えますが、その辺お伺いしたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 阪井補佐。

○まちづくり推進課長補佐（阪井世紀君） 道高委員のご質問にお答えさせていただきます。

パークゴルフ場につきましては、今の土地というのが町で持ってる土地と、賃貸して借りてい
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る土地の２つございます。その２つ合わせて今の大きい形での２コースを現在運営していると

いう状況にあります。縮小するということになりますと、今賃貸で借りている部分を地権者の

方に返すというような方向になるかとは思うんですけれども、その場合、現状復帰をしなけれ

ばならないという問題が出てきてます。その現状復帰をして返す場合かなりの金額がかかると

いうことになります。そういうことも含めて、これからいろいろと協議しながら進めていかな

ければならないと考えておりますけれども、地権者とも話を進めていかなきゃならないという

ことにもなっていますので、その辺も含めてトータル的に検討していければと考えております。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） ２０年近く事業運営して、地権者の方々にも協力していただきな

がら開設してきたということですが、ただそれが足かせになってずっとやらなければならない

ということにもならないということだと私は思います。町のこれだけの見直しを聖域なき見直

しをするという中で、それだけは別ですよということにはならないと思いますので、基本的に

は同じ考え方で、現状復帰どのぐらいかかるのかとか、そういったこともきちんと調べて、一

歩進めていかないと、新しい今のこの時代に合った中で再構築をどう進めていくかという見地

から検討するべきでないかと。当然そういった課題もあると思います。それを一つ一つ出して

いただいて、解決策があると思いますので、これからの取り組をお願いしたいと思います。ど

うですか。

○委員長（平澤 等君） 阪井補佐。

○まちづくり推進課長補佐（阪井世紀君） ご提言のあったように今後進めていきたいという

ふうに考えております。私２年前に担当させていただいた時には２，０００万くらい、戻すの

にかかるという試算をしておりました。現在いろいろ幅がありまして、戻し方、施行の仕方に

よっては１，５００万から３，０００万ほどかかるというような見込みにもなっておりますの

で、その辺も含めて検討をさせていただきたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 大湯委員。

○委員（大湯圓郷君） 今のパークゴルフ場の件でございます。昨日私質問させていただいた

んですけども、北海道で一つしかないこんなに大きいパークゴルフ場というのは、これ無くし

てもらいたくないというのが私の考えです。それで１番ネックになっているのは、使用料の問

題だと思ってるんです。まず公立のパークゴルフ場ではこんなに高いパークゴルフ場はないん

です。１日遊んで７０歳以下の人は６００円というのはちょっと高額なんです。それから町外

の人はだいたい１００円ほど高くなっている。例えば１日３００円にして町外の人は４００円

にすると。それからそういう価格設定を考えてもう少し安い金額で、例えば夫婦できて１，０

００円でおつりのくるような遊び方、ジュース１本飲める８００円、夫婦で来て８００円で遊

べるといったら結構使ってくれる人いると思うんです。そういう価格設定にすることも考えま

すと、結構また利用者が増えるんでないかと思います。道高委員の話もわかります。しかし補

佐のおっしゃるとおり２，０００万も３，０００万近くもかかるのもどうかなと、どちらかに

向かうかは町長の腹一つなんですけれども、その前に少しは価格設定どういうふうにしたらい
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いかということを決めてから進んで、それでどうしてもという話だったらやっぱり見直さなく

ちゃならないかなというふうに全く考えないわけでもないですけども、公認のパークゴルフ場

になるとまたいらない経費かかります。そういうことも考えてみると今のままで残して使用料

の設定を考えて、そしてたくさん使って皆さんが遊べるようなパークゴルフ場にしてもらえる

ような方法をとっていただきたいと思いますけども、課長どう思いますか。

○委員長（平澤 等君） ただいまの質問は歳入にかかるご質問かと思います。それで今の関

連ございますので、今回は今課長に答弁していただきます。

小板橋課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） このパークゴルフ場の規模、そして料金につきまして

は、予算委員会等々でもいろいろ出てましたけれども、先ほどから言われている小さくすると

いうのも、実際プレーしている方からも具体的な提案もありましたし、先ほどうちの補佐も言

いました土地の問題につきましても何年も前から言われていることです。担当レベルでも協議

しましたし、先ほど言ってました地権者の方とも、最近ここ２、３年ぐらい会えてなかったん

です。会ってもらえなかったというのがありました。今年の春にようやく会ってもらえまして、

今まで町は売ってくれと言っていたんですけども、現状復帰して戻すという話も考えてますよ

という話もさせてもらいまして、地権者の方の現状復帰の条件についても、ようやく何年かぶ

りでそういう話ができましたので、今までいろいろご提案いただいた話を今年も農繁期が終わ

りましたら、また会う予定をしてますので、その時にいろいろまた進んだ話をしながら、詰め

ていきたいと考えてますし、料金につきましても、そのあとコースがどうなるかによって、ま

た小さくなったらその分料金も安くしなければないでしょうし、現状のままにおいても、また

それはそれで考えていかなければならないと思いますので、早急にと言いましても相手がいる

ことですので、担当としてもいろいろと考えながらやっているということで、ご理解願いたい

と思います。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

橋本委員。

○委員（橋本一夫君） パークゴルフ場については、来てる人方に聞くと、やはり公認コース

を持ちながら大会をやりながら進めていったほうがいいんでないかと聞いています。そしてグ

リーンもすばらしいと函館あたりから来た人も言ってくれますし、その件に関しては何も言う

ことはありません。ただ費用対効果といいますか、その持っているお金が余るほどでなくても

町民に指を指されない程度のものでなければならないのではないかと思うんです。その辺はど

う考えますか。

それともう一つ別のことについて、海水浴場の管理人のことなんですけれども、今の状態で

いいんだろうかと思うわけです。もし溺れた場合は、きちんとした対応ができるのか、その辺

お伺いしたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 橋本委員にお伺いいたします。今の質問の３６ページの何の項目に

なるんでしょうか。３つを含めた海水浴場ですか。
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阪井補佐。

○まちづくり推進課長補佐（阪井世紀君） まず海水浴場の件をお答えさせていただきたいと

思いますけれども、現在、三本杉海水浴場、ふとろ海水浴場、それから平浜海水浴場３カ所、

町ではなくて観光協会に管理をお願いしている状況でございます。監視員につきましては、溺

れた方がいた場合、通報が優先になります。ライフセーバーとかそういう方がいるわけではな

いので、監視員が直接救助に向かうということにはしておりません。ただ、溺れた方がいて、

陸のほうにいた場合、救助としては救命救急ＡＥＤとかそういった部分の対応はできるように

しておりますが、直接の救助ということについては海保、それから消防、警察のほうに連絡を

して対応してもらうということで実施をしております。

○委員長（平澤 等君） 橋本委員。

○委員（橋本一夫君） それで海水浴場の開設というのは許されるんでしょうか。プールのほ

うで、指導者に来てもらって水泳教室をやるとかって、そういう方々に協力してしてもらいま

して、期間の間だけ来てもらってやることはできないのか、その辺どうなんでしょうか。

○委員長（平澤 等君） 阪井補佐。

○まちづくり推進課長補佐（阪井世紀君） 海水浴場の開設については問題ないということで、

これは毎年北海道に申請をして海水浴場の水質も調べることになってるので、そこもクリアし

て開設という形で毎年許可を受けて実施をしている部分になります。それから救助の方とか頼

んでもということなんですけれども、そこにつきましては人件費とか、そういった部分伴いま

すので今後そういうものが必要だというようなことであれば検討のほうをさせていただければ

というふうに考えます。

○委員長（平澤 等君） 橋本委員。

○委員（橋本一夫君） これ万が一なんですけれども、本当はあってはならないことなんだけ

れども、そういうことにおいて人命が失われるということをやっぱり最大限に考えていって、

その運営とか、観光協会でやっているにしても、これは町もその辺きちっとした対応を取って

もらいたいと思います。その辺の決断をきちんとした中で開設するなら開設する、もし子供が

１人でも亡くなれば、やっぱり問題が起きてくるんでないかと思いますので、その辺よろしく

お願いします。

○委員長（平澤 等君） 阪井補佐。

○まちづくり推進課長補佐（阪井世紀君） 開設に伴っては救助をしなければならないという

ふうにはなっていません実際に。監視員の仕事としては、酔っぱらった方が海に入らないよう

にとか、小さいお子さんが１人で海の中に入らないようにとか、そういった部分の監視をして

いただいて、最大限そういう事故が起きないような対応をさせていただいてるということで、

ご理解いただければと思います。

○委員長（平澤 等君） 橋本委員。

○委員（橋本一夫君） 大人も子供もある程度文字が見えますから、そういうのを大きな看板

で書いておいてもらえれば、まず一つはいいんでないかと思っております。そのようによろし
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くお願いします。

○委員長（平澤 等君） 阪井補佐。

○まちづくり推進課長補佐（阪井世紀君） そういう看板も設置させていただいておりますの

で、また今後とも見えずらいとか、もっと必要だということであれば、そちらのほうも準備を

させていただければと考えます。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

石原委員。

○委員（石原広務君） 報告書の３５ページ、ふれあい市場開設事業に関連して２、３点質問

させていただきます。開設日が２６日ですか。延べ３，７９３人。楽しみにされている方もい

らっしゃるでしょうけど、直接役場のほうにとか、例えば大成からバス出ないのかとかという

問い合わせがあるかないか、そこをまず確認させてください。

○委員長（平澤 等君） 撫養係長。

○商工労働観光係長（撫養和伯君） 今のところバスを出してほしいということは来ておりま

せん。

○委員長（平澤 等君） 石原委員。

○委員（石原広務君） 出店もされてる方もいらっしゃるでしょうけど、その出してほしいと

いう要望も少数ですけどあります。それに対して、この後、次年度以降そういう足の確保もさ

れるのかどうか、あるいは内部検討もあったのかどうか、そこを確認させてください。

○委員長（平澤 等君） 撫養係長。

○商工労働観光係長（撫養和伯君） 実施主体でありますふれあい市場運営協議会と協議させ

ていただきたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 石原委員。

○委員（石原広務君） そういうことが進まなければ、周知これチラシとかでもしてますよね。

防災無線も流れてますよね。私がどうのこうのじゃないんですけど、ずばっとその声を言わせ

ていただくと、あの時間に、関心も無い、行く気も無いふれあい市場の開設、無駄な放送しな

いでくれという声もあるんです。そういうことも含めて、足の確保も含めて、その協議会と検

討するということも含めて、せっかくの利用者がこんだけいるんですから、そういうことも含

めて内部で検討していただきたいと思います。

以上です。

○委員長（平澤 等君） 小板橋課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） 今利用しているのは、ふれあい市場運営協議会という

ところが主に利用しています。ふれあい市場運営協議会の方も使える施設ではありまして、ち

なみに無償で使えます。ふれいあい市場運営協議会が開催しているふれあい市場ですので、町

がそこにバスを出すとかというふうには現在のところ考えてませんけれども、運営協議会でも

っとお客さんが来てほしいとか、そういうのがありましたら運営協議会に話をしたいと思いま

す。
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○委員長（平澤 等君） 石原委員。

○委員（石原広務君） 難しく言う気はなかったんです。少数ではあるけど関心を持ってる方

もいらっしゃるというのは現実なんです。その中でバスがあれば行きたいなという声もあるん

です。反面、防災無線まで流れて、大成区は７時半なんです。これ決まりがあって。それに対

して、要はちょっとしたえ苦情もあるわけです。せっかく開設してこんだけの人数がいらっし

ゃるんで、そういうもろもろを考えた上で、せっかくチラシも配付しているんですから、そう

いうことを内部で検討させて、今後も良いようにうまく運営ができるような形で検討していた

だければ結構ですから、そこだけです。

○委員長（平澤 等君） 小板橋課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） ですから町が運営しているのではなくて、ふれあい市

場運営協議会でやっているんです。チラシもふれあい市場運営協議会でやっています。町とし

ては町の施設なので、開催にあたって皆さんに来てほしいということで防災無線はかけてます

けれども、あくまでも運営はふれあい市場運営協議会で自主的に運営しているものなので、ふ

れあい市場運営協議会に、そういう声がありますよということは伝えたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 石原委員。

○委員（石原広務君） 課長あんまりこんなことで論戦する気はないんですけど、実際に町の

防災無線で周知してるわけじゃないですか。確かに形としてはそれは理解できます。でもそう

いうことがなかなか理解してもらえない方から、そういう少数意見ではあるけどあるんです。

だ からその協議会なりそういう形があるのも十分わかりました。だからいろいろ内部で検討

していただければ、それで結構ですということを言っているんです。

○委員長（平澤 等君） 小板橋課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） 内部で検討します。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 以上で７款商工費、８款土木費の質疑を終わります。

説明員の交代のため暫時休憩します。

休憩 午後 ２時３８分

再開 午後 ２時３９分

○委員長（平澤 等君） 休憩を解き会議を再開いたします

９款消防費、１０款教育費の説明を求めます。

原総務課長。

○総務課長（原 進君） ９款消防費でございます。決算書については１１９ページからで

ございます。防災行政無線管理事業、決算額５０９万８，０００円、全額一般財源でございま

す。主な事業実績といたしましては、防災無線の運用状況でございます。３区一括放送で災害
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放送が７７回、通常２０回、各区の放送の回数でございます。北檜山区で通常放送２９１日、

瀬棚区で２０７日、大成区で２４６日でございます。事業効果といたしましては、安定した無

線放送を提供するため施設の維持管理に努めるとともに、町民への災害等の緊急情報や通常時

の行政情報を提供することにより、町民の防災に対する安全確保と町行政サービスの向上を図

ることができたものでございます。

３９ページでございます。全国瞬時警報システム新型受信機更新業務、決算額２４３万円で

す。財源内訳です。地方債２４０万円、一般財源３万円でございます。実績でございます。全

国瞬時警報システム受信機の更新でございます。効果といたしましては、現在使用してる全国

瞬時警報システム受信機の運用停止に伴い、新型受信機に更新することにより情報伝達に要す

る処理時間の大幅な短縮や特別警報等の伝達情報の充実が可能となったものでございます。

次に、防災行政無線デジタル化整備事業実施設計業務でございます。決算額１，１８６万９，

０００円、財源内訳でございます。地方債１，１８０万円、一般財源が６万９，０００円でご

ざいます。実績でございます。防災行政無線デジタル化整備事業の実施設計を行なっておりま

す。事業の効果といたしましては、現在使用しているアナログ防災行政無線をデジタル防災行

政無線へ更新するための実施設計を実施することができたものでございます。

○委員長（平澤 等君） 続いて教育費の説明を求めます。

神田教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長（神田 昌君） それでは１０款教育費の説明をさせていただきます。

報告書の３９ページで、決算書につきましては１２１ページからでございます。まず指導主事

派遣事業２０４万円、全額一般財源でございます。学校教育、学校経営に関する指導助言を行

なっております。

続きまして、外国語指導助手派遣事業５８０万円、全額一般財源でございます。３０年度か

ら２名体制で行なっております。計画的に小中学校へ派遣し、子供達の英語の語学力の向上を

図っております。

続きまして、非常勤講師派遣事業Ｊ－ＡＬＴでございます。１０３万１，０００円、こちら

も全額一般財源でございます。こちらにつきましては、小学校の外国語の指導充実ということ

で町内の小学校４校に派遣し英語の語学力の向上を図っております。

続きまして、特別支援教育支援員配置事業でございます。１，８８９万９，０００円、全額

一般財源でございます。教育支援員１１名、それと学習支援員２名ということで、支援を必要

とする児童生徒に対して生活学習支援を行っております。

続きまして、檜山北高校通学費補助事業６７万８，０００円、これにつきましては、その他

ということで全額基金充当でございます。交付人数２１名、大成区と瀬棚区の遠距離通学の生

徒の交通費の負担軽減を図っております。

続きまして、教職員研修会等補助事業１２４万５，０００円、全額一般財源でございます。

こちらにつきましては、各種研修会に対して補助金を支出しております。研修会等を通じて教

職員の資質向上を図っております。
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続きまして、教員住宅改修工事９２６万６，０００円、これにつきましては、その他で全額

基金充当でございます。昨年度から２人体制ということで１名増えた外国語指導助手の住宅と

いうことで、空家となっていた教員住宅を改修したものでございます。

続きまして、小学校スクールバス運行事業１，５７３万５，０００円、それと４０ページに

いきまして、小学校スクールハイヤー運行事業１，１６３万３，０００円ともに全額一般財源

で、児童の遠距離通学に対する登下校時の送迎体制を確保しております。

続きまして、小学校ＩＣＴ機器導入事業３７万２，０００円、全額一般財源でございます。

ディスプレイとそれに伴うスタンドを購入しまして学習形態の改善、授業の資質向上を図って

おります。

続きまして、小学校要保護及び準要保護児童就学援助事業３５８万７，０００円、全額一般

財源でございます。対象となる世帯に対して負担軽減を図っております。

続きまして、中学校スクールバス運行事業１，９９６万６，０００円、それと中学校スクー

ルハイヤー運行事業１，５０９万６，０００円、どちらも一般財源でございまして、こちらも

遠距離通学する生徒の登下校、部活動の送迎等の体制の確保を図っております。

続きまして、中学校ＩＣＴ機器導入事業３，３４４万８，０００円、全額一般財源でござい

ます。教師用のパソコン３台、生徒用パソコン７４台、タブレット１９台、こちらを導入しま

して学習形態の改善、授業の資質向上を図っております。

続きまして、中学校活動補助事業５２０万３，０００円、全額一般財源でございます。中体

連への参加補助金と文化事業実施のための補助金ということで支出しております。

続きまして、中学校要保護及び準要保護生徒就学援助事業で６１４万４，０００円、国道支

出金で２万８，０００円、残りが一般財源でございます。対象となる世帯に対しての負担軽減

を図っております。

続きまして、中学校の施設整備ということで５本ございます。瀬棚中学校体育館外壁等改修

工事５４９万７，０００円、瀬棚中学校屋内消火栓配管改修工事４９４万６，０００円、瀬棚

中学校水道管改修工事１５３万４，０００円、瀬棚中学校校内放送設備改修工事３７１万５，

０００円、瀬棚中学校トイレ改修工事２４３万円、合計しまして１，６７２万２，０００円と

なっておりまして、全額基金充当でございます。これにより施設の適切な維持管理を図ってお

ります。

続きまして、社会教育関係でございます。４１ページです。各種生涯学習講座ということで

６２万３，０００円、全額一般財源でございます。町内外の人材を活用して少年期から高齢期

までの各期のニーズに対応した学習機会を提供しております。社会教育団体補助事業で３７０

万円、全額一般財源でございます。これにつきましては、文化協会、ＰＴＡ連合会、子ども育

成会、町民文化祭、郷土芸能団体、それと国際交流推進協議会、それと芸術鑑賞事業実行委員

会ということで、各団体活動への支援を行なっております。この中で国際交流推進協議会の２

つ目のポツでございますが、国際交流派遣事業これにつきましては、昨年、中学生８名と教員

１名をシンガポールに派遣しております。その派遣事業に対して補助しております。その下の
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芸術鑑賞事業実行委員会の補助金１００万円ですが、これは町民有志によりまして立ち上がり

ました実行委員会でございます。昨年２回の鑑賞事業を実施いただいており、町民の芸術鑑賞

機会の充実が図られたところでございます。

続きまして、４２ページでございます。学校図書支援員３９万２，０００円、全額一般財源

でございます。こちらにつきましては小学校、中学校に派遣し学校図書室の充実を図っており

ます。

続きまして、生涯学習センター整備事業２，８９１万６，０００円、全額一般財源でござい

まして、旧瀬棚商業を整備し完成しました生涯学習センター、ここに図書センターと郷土館を

集約しまして、それに係わる消耗品、備品等を整備させていただいております。この生涯学習

センターにつきましては、昨年１０月１日にオープンしております。

続きまして、全道全国大会参加奨励事業４１１万５，０００円、全額一般財源となっており

ますが訂正をお願いいたします。全額基金充当でございますので、その他の欄に訂正をお願い

いたします。この奨励事業につきましては、全道大会全国大会に参加する団体、それと個人の

経費の負担軽減を図っております。

続きまして、体育団体補助事業３０５万５，０００円、そのうち２３万円が基金充当で残り

が一般財源となっております。団体につきましては体育協会、スポーツ少年団、スポーツ合宿

招聘事業、スポーツフェスタ、Ｂ＆Ｇ瀬棚海洋クラブということで各団体の活動に際して支援

をしております。

最後になります。体育施設整備事業としまして３５２万４，０００円、全額一般財源でござ

います。水上バイクの修繕並びに大成町民プールろ過パイプの改修工事を実施して、施設の適

切な整備を図っております。

以上教育費の説明を終わります。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりました。９款消防費、１０款教育費の質疑を許します。

決算書では一般１１９ページから一般１３９ページまでです。

桝田委員。

○委員（桝田道廣君） ３８ページ消防費、防災行政無線管理事業５０９万８，０００円、主

な事業実績というところでは放送の回数のみが書かれています。これは普通に考えて放送の回

数に５００万かかったとは思えないので、その具体的なことを教えてください。

○委員長（平澤 等君） 斉藤防災係長。

○防災係長（斉藤哲章君） ただいまの質問についてお答えいたします。内容につきましては、

保守管理料となっております。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 以上で９款消防費、１０款教育費の質疑を終わります。

次に１１款公債費、１２款職員給与費、１３款予備費、１４款災害復旧費の４款について質

疑を許します。決算書では一般１３９ページから一般１４１ページまでです。
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説明はありません。質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 以上で、１１款公債費、１２款職員給与費、１３款予備費、１４款

災害復旧費の質疑を終わります。

ただいまより３時１０分まで休憩いたします。

休憩 午後２時５５分

再開 午後３時１０分

○委員長（平澤 等君） 休憩を解き会議を再開いたします。

一般会計歳入全款の質疑を許します。決算書では一般１２ページから一般４３ページになり

ます。質疑ございませんか。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） ２１ページの基金の関係ですけど、各種基金運用状況、要するに

基金の残高がトータルで５８億５，０００万の見込みだと。それで随分目的基金が減ってきて

いると、財調のほうが現在２１億ありますけれども、この関係でこれからそれぞれ目的基金の

ほうに振り分けると言いますか、そういったことが、これから当然に必要なことではないかと

思うのですけれども、次年度に向けてこれはどのようなことで考えているか、お伺いしたいと

思います。

○委員長（平澤 等君） 佐野財政課長。

○財政課長（佐野英也君） 基金の運用状況につきましては２１ページに令和元年度末現在現

在見込みということで、全体で５８億５，３００万あると。それで今の質問なんですけども目

的基金、見てのとおり産業振興基金、それと公共施設整備基金、これは結構今取り崩しをして

使っております。それで財政調整基金なんですけども数字で２１億あります。一般的に財政調

整基金は標準財政規模の１０％から２０％ぐらいの範囲が妥当ということもありますので、そ

れに沿った財調の積み方をしていきながら、目的基金の産業振興基金とか公共施設整備基金の

ほうには現在まだ資金不足というようなこともありますので、この辺に積み増しをしていきな

がら対応していきたいと、来年度予算については、この辺を見ながら積み増しをして行きたい

と考えております。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） すぐに対応ということでわかりました。やはりこれから我が町の

各分野にわたる施策の遂行にあたりましての貴重な基金、貯金ということでございます。これ

から例えば生活交通確保基金それから産業振興、そしてまた公共施設整備こういったものもこ

れからウエイトがかかっていく事業だと思いますので、その辺はきちんと将来の施策に係るこ

とを想定しながら、過大的なものにならないようにバランスを取った根拠を持ちながら、積立

てするということに取り組んでいくものと私は思いますけども、その辺の基本的な考え方につ

いて伺います。
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○委員長（平澤 等君） 佐野財政課長。

○財政課長（佐野英也君） 来年度については財政計画も、現在、作成のための準備もしてま

す。来年度この辺の計画も見ながら基金の運用については検討してまいりたいと考えておりま

す。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） 基金というのは今の一般会計の余剰金だとか、あとこれからの令

和３年度以降の一本算定によっては中々積めなくなる時代が来ると思います。ですから本当に

シビアな運用といいますか、やっぱり図っていくと。そういう最少で最大の効果が上がるよう

な行政の運営をやらないとならないという基本的なものがありますので、そういったことに向

けて、基本的な考え方で取り組んで対応していただければと思います。

○委員長（平澤 等君） 佐野財政課長。

○財政課長（佐野英也君） そのように取り進めたいと思います。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 以上で一般会計歳入全款の質疑を終わります。

ここでもう一度、一般会計歳入歳出全款の質疑を許します。

横山委員。

○委員（横山一康君） 歳出について先ほど質問し忘れましたので、最後に一つさせていただ

きたいと思います。こちらの３４ページ農林水産業費、漁業チャレンジ等支援事業についてお

伺いしたいと思います。これ予算に対する執行割合が６５．１％となっておりますが、ほかの

商業、農業はかなり高い率で予算が執行されていると思うんですが、漁業に関してはこの６５％

というのはかなり低い執行率だと思うんですが、この辺の理由を教えていただきたいと思いま

す。

○委員長（平澤 等君） 横川水産林務課長。

○水産林務課長林務課長（横川洋二君） この事業につきましては２９年度においては予算１，

０００万見ておりました。それで２９年度の実績から３０年度は５００万の予算といたしまし

て、各漁協の支所に対し実施規模の調査をしてこの事業を進めております。それで実際漁業者

におきましても高齢化が進んでおりまして、なかなかチャレンジ事業使う部分が少ないという

のが本音であります。実際３分の１これは町の補助金が事業費の３分の１の補助金であります

が、実際、大きい事業で３分の２の自己負担するのがなかなか辛いものもあるのかと、こちら

では分析してるところであります。

以上です。

○委員長（平澤 等君） 横山委員。

○委員（横山一康君） 今課長の答弁では、制度設計が少し良くなかったというふうに聞こえ

ました。高齢化が進んでいるために３分の１の補助だけでは厳しいんではないかというふうに

私は受け取らせていただきました。であれば今後、これは今年度で終りの事業ですよね。であ
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れば次回このようなものを作るときには、やはり使う方の漁業者の意見を十分にくみ取った上

で、この補助金の制度設計をしていっていただきたいというふうに思います。いかがでしょう

か。

○委員長（平澤 等君） 横川課長。

○水産林務課長林務課長（横川洋二君） この３年間の事業については、これから令和元年度

終わった段階で検証をしなきゃならないと思っておりますので、その結果を踏まえまして、今

後このような事業をやるようなことがありましたら、その辺考えてやっていきたいと考えてお

りますので、ご理解願いたいと思います。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） これをもって一般会計歳入歳出全款の質疑を終わります。

これより認定第１号について反対討論を許します。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 続いて賛成討論を許します。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 討論を終わります。

これより採決します。

お諮りいたします。

認定第１号を認定することに、ご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

よって、認定第１号平成３０年度せたな町一般会計歳入歳出決算は認定することに決しまし

た。

お諮りいたします。

本日の会議はこれまでとし、この続きは明日午前１０時から再開したいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

よって本日の会議はこれで閉じ、明日午前１０時から再開といたしますので、ご参集をお願

います。

本日はこれにて延会いたします。

ご苦労さまでした。

延会 午後３時２２分
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令和元年せたな町議会決算審査特別委員会 第３号

令和元年９月２６日（木曜日）

○議事日程（第３号）
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６ 認定第 ７号 平成３０年度せたな町営農用水道等事業特別会計歳入歳出決算について
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（３）農業委員会会長の委任を受けて出席する説明員

事 務 局 長 西 田 良 子 君

農 地 係 長 小 池 秀 樹 君

（４）選挙管理委員会委員長の委任を受けて出席する説明員

書 記 長 原 進 君

書 記 次 長 小 林 和 仁 君

（５）代表監査委員の委任を受けて出席する説明員

事 務 局 長 丹 羽 小 百 合 君

次 長 上 野 朋 広 君

１ 本会議の事務に従事する職員は次のとおりである。

事 務 局 長 丹 羽 小 百 合 君

次 長 上 野 朋 広 君
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事 務 局 総 務 係 原 田 翔 太 君
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開議 午前１０時００分

○委員長（平澤 等君） 熊野委員から欠席の届け出があります。定足数に達していますので

決算審査特別委員会を再開いたします。

ただちに本日の会議を開きます。

整理番号第１、認定第２号平成３０年度せたな町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算を

議題といたします。

決算に係る主要な施策の成果に関する報告書により所管の担当課長に内容の説明を求めます。

濱口町民児童課長。

○町民児童課長（濱口喜秋君） それではで報告書の４３ページでございます。国民健康保険

事業特別会計予算の決算状況についてご説明申し上げます。第１１表（１）決算の状況、歳出

から説明いたします。１の総務費では４，０３２万４，０００円、職員の人件費や国保連合会

への負担金が主なものでございます。

２の保険給付費８億７，８８５万９，０００円、療養給付費が主なものでございます。

３の国民健康保険事業納付金３億１，５９０万３，０００円、昨年度より国保の運営の主体

が都道府県となったことによる北海道に対する納付金でございます。

４の共同事業拠出金１，０００円、退職者医療事務費拠出金でございます。

５の保険事業費６６６万４，０００円、特定健診事業やインフルエンザ予防接種事業などに

係る費用でございます。

６の基金積立金３，５８７万円、平成２９年度決算に伴う歳入剰余分を基金に積み立てたも

のでございます。

８の諸支出金８，９２１万６，０００円、国保病院及び診療所の運営等に係る経費について

病院会計へ繰り出したもの、療養給付費等負担金の精算に伴う返還金が主なものでございます。

歳出の合計が１３億６，６８３万７，０００円でございます。

次に歳入についてですが左側です。１の保険税から７の諸収入までの合計が１３億７，５２

１万５，０００円でございます。歳入歳出差引額８３７万８，０００円は次年度へ繰り越すも

のでございます。

また右側の（２）保険税の状況から（４）の経理関係諸比率につきましては記載のとおりで

ございます。

次に４４ページをお開き願います。第１２表は主要施策効果表でございます。決算額は先ほ

どの説明のとおり１３億６，６８３万７，０００円、財源内訳として国道支出金が９億６，４

９３万６，０００円、その他としまして繰入金９，６５７万６，０００円、残りが一般財源と

なっております。

主な事業実績としまして、一般被保険者と退職被保険者合わせた平均被保険者数が２，２８

２人、以下記載のとおりの事業実績となっております。

以上で説明を終わります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。
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○委員長（平澤 等君） 説明が終わりましたので、歳入歳出全款一括質疑を許します。決算

書では国保１ページから国保２５ページになります。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） 先日の一般質問でも菅原議員からありましたけれども、１人当た

りの療養費が全道で７位ということで、大変高い位置にあるわけです。やはりこれが町民の皆

さん方の負担も重くなってきているということで、この要因というのは高度な医療を受けられ

ている方が多いんだということが町長からありました。結果的にはそういうことだと思うんで

すが、同じ人口規模で、例えば江差町は２９年度では７３位くらいということで圧倒的に１０

万以上の差があるわけです。その辺どういった取り組みの中でこういう差があるのか。同じよ

うに罹患されている方が、高度な治療を受けられている方の比率とそんなに変わらないと思う

んですけども、せたな町における特異性というものが何かあるのかということとで、その辺の

こともきちんと分析しながら、そしてその対策をどうやって打って、そして皆保険ということ

で町民の皆さん方が等しく医療を受けてということで負担もする、税も納めると、そして医療

をきちんと安心、安全なということでの整備が進められてきてるところですけれども、その中

でもいかに安く、そして負担が掛らないということの理想となる体制がどう図られていくかと

いうことがこれからのやっぱり課題の一つに上げられるのではないかと思うんです。ますます

高齢化も高まって、後期高齢者になってもなかなか下がらないと。この要因が日頃の健康づく

りと言いますか、そういった体制というものをもう少し町民の中に浸透させるべきでないかと。

そういうことの戦略的な取り組みというものを、国保会計の中でさらに一段と強化するような

ことが次年度に向けて検討されてもいいのではないかと。マンネリで１０番以内に入るでなく

て、やはりこれを下げて行くと、負担を軽くして、そして大きな病気に罹らないようにという

ことが、本当に目指すべき方向性だと思いますので、その辺どのように考えているのかお聞か

せいただきたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 濱口課長。

○町民児童課長（濱口喜秋君） ただいまのご質問に対してお答えいたします。一般質問の答

弁でもありましたとおり、２９年度のせたな町の医療費につきましては、１人当たりで４６万

円ということで、説明の中では高額の医療の方がいたという部分では、そういった要因という

ことで分析しているところなんですけども、答弁でもありましたとおり、やはり疾病の早期発

見、早期治療というのがやっぱり大事になってくると考えております。ですのでそういった健

診の受診率だとか、そういったものを上げていって重症化するまでに行かない部分で未然に防

ぐというのが大事なところだと思います。当然そういう健診については保健福祉課保健師サイ

ドで取り組みを実施して、そういった中で健診率の向上だとか、あとはその地域に行って健康

相談や健康講話など、そういった部分での活動が必要になってくると思います。それともう一

つ必要なのは介護予防の取り組み、そういった要介護になる前の介護予防の教室だとか、お年

寄りは転倒したら寝たきりに繋がる場合もあるので、そういった転倒予防の取り組みだとか、

そういった部分も連携してやっていかなければならないと考えております。私達だけでなくて
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保健福祉課などと連携しながら、医療費の適正化というか、そういった部分に繋がっていけれ

ばと考えております。

以上です。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） ４０万円台というのは数年前からなってきております。基本的に

は国民健康保険担当、それから保健福祉課の保健師と、このネットワーク連携これは今までき

ちんと両輪で取り組むということで、お互いに情報公開しながら、経営するほうと、そういう

相談、健康づくりのためにということでの一体となった横の繋がり、これをきちんと強化して

いかないと、それぞれバラバラだったらダメなんです。やはり町民の命を守るということで、

保健師も職員も日頃町民の健康管理については随分頑張っておられるということでありますの

で、考え方を一つにしながら、そしてそれが自分の健康、そして全体的な医療費が下がること

での町民にも理解が深まるような活動、そしてＰＲ、今言ったような健康相談だとか、いろい

ろな教室だとかやられてますけども、やっぱり更にグレードアップさせたような姿勢でいかな

いと、なかなか認識が変わっていかないんじゃないかと、思い切ったギアアップをするべきだ

と思うんです。その辺、新年度からいろいろな取り組み、行財政改革の中でもありますので、

そういったことを合わせながら、担当する職員がそういう思いでないとなかなかできませんの

で、そういうことについて期待をしたいと思うのですが、その辺の意気込みをお願いします。

○委員長（平澤 等君） 濱口課長。

○町民児童課長（濱口喜秋君） 道高委員のおっしゃるとおりだと思います。新年度に向けて、

やはり保険福祉サイドと連携しながらそういった取り組みを更に進めていきたいと考えており

ます。

以上です。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 質疑を終わります

これより討論を許します。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りいたします。

認定第２号を認定することに、ご異議ございませんか。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

よって、認定第２号平成３０年度せたな町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算は認定す

ることに決しました。

整理番号第２、認定第３号平成３０年度せたな町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を議
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題といたします。

内容の説明を求めます。

濱口町民児童課長。

○町民児童課長（濱口喜秋君） それでは説明資料４５ページからでございます。後期高齢者

医療特別会計の決算状況についてご説明いたします。下段の歳出から説明いたします。１の総

務費４４４万４，０００円は、一般事務費及び後期高齢者システム保守管理業務に係る経費で

ございます。

２の後期高齢者医療広域連合納付金１億４，０６０万８，０００円、広域連合の運営経費や

町が徴収しました保険料等を広域連合へ納付したものでございます。

３の繰出金３１３万９，０００円、後期高齢者の健康診査やインフルエンザ予防接種の助成

分を一般会計へ繰出したものでございます。

５のその他の支出９万２，０００円は保険料の還付でございます。歳出合計が１億４，８２

８万３，０００円となってございます。

次に歳入ですが、上段ですが１の後期高齢者医療保険料から４のその他の収入までの合計が

１億４，８３６万６，０００円となっており、歳入歳出差引額８万３，０００円は次年度へ繰

り越すものでございます。

次の４６ページをご覧願います。主要施策効果表についてでございます。ただいまの説明の

とおり決算額が１億４，８２８万３，０００円、財源内訳はその他として一般会計の繰入金等

で１億４，８２４万７，０００円、残りが一般財源となっております。

主な事業実績としましては、被保険者数が２，０５１人、後期高齢者医療広域連合納付金に

ついては記載のとおりでございます。

以上で説明を終わります。

ご審議のほどをよろしくお願いいたします。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりましたので、歳入歳出全款一括質疑を許します。決算

書では後期１ページから後期１７ページになります。質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 質疑を終わります

これより討論を許します。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りいたします。

認定第３号を認定することに、ご異議ございませんか。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

よって、認定第３号平成３０年度せたな町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算は認定する
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ことに決しました。

ここで説明員交換のため暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時１８分

再開 午前１０時１９分

○委員長（平澤 等君） 休憩を解き会議を再開いたします。

整理番号第３、認定第４号平成３０年度せたな町介護保険事業特別会計歳入歳出決算を議題

といたします。

内容の説明を求めます。

樋口保健福祉課長。

○保健福祉課長（樋口 靖君） 報告書の４７ページ介護保険事業特別会計の決算状況でござ

います。はじめに歳出からご説明をいたします。１款総務費、決算額３，８９６万４，０００

円、人件費及び事務費に係る一般管理費のほか、認定調査費、認定審査会共同設置負担金など

でございます。

２款保険給付費、決算額８億２，３２８万５，０００円、介護サービス給付費のほか、低所

得者への補足給付となります特定入所者介護サービス費、要支援者に対する介護予防サービス

給付費でございます。

３款地域支援事業費、決算額９，６３９万円、包括職員の人件費、事務費等に係る包括的支

援事業費のほか、配食サービス等に係る介護予防事業費、入浴サービス等の任意事業費でござ

います。

６款諸支出金、決算額３，２０３万２，０００円、介護給付費負担金等返還金が主なもので

ございます。以上、歳出の合計は９億９，０８８万１，０００円でございます。

歳入でございますが１款保険料から９款諸収入まで合計１０億２，５４８万４，０００円と

なり、歳入歳出差引３，４６０万３，０００円が翌年度へ繰越しとなったところでございます。

続きまして４８ページの主要施策効果表についてご説明をいたします。介護予防事業の決算

額は４，３６７万８，０００円で、国道支出金が１，０９５万３，０００円、一般会計からの

繰入金が２，１９７万円、残りが一般財源であります。要支援、要介護者になるおそれの高い

高齢者を対象に、記載されている各種介護予防事業を実施し、高齢者が在宅において健康で日

常生活が送れるよう支援に努めたところでございます。

次に包括的支援事業、決算額４，４６１万８，０００円、国道支出金１，９８３万７，００

０円、一般会計からの繰入金が１，６８８万１，０００円、残りが一般財源であります。地域

包括支援センターの運営に要した経費でありまして、介護予防ケアマネジメント業務をはじめ、

記載の業務、研修を行い高齢者が要支援、要介護状態にならないための予防に努めたところで

ございます。

次に４９ページであります。任意事業の決算額は８０９万４，０００円で、国道支出金が７
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９万８，０００円、一般会計からの繰入金が６９７万８，０００円、残り一般財源であります。

高齢者が在宅において日常生活が送れるための支援、さらに介護者の負担軽減を図るための記

載事業、サービスの提供を行なったものでございます。

以上で説明終ります。

よろしくご審議のほどお願いを申し上げます。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりましたので、歳入歳出全款一括質疑を許します。決算

書では介保１ページから介保２９ページとなります。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） ４８ページの介護予防事業の中で配食サービス事業です。３０年

度の利用人数が５５人と、そして利用食数が８，２２５食ということであります。要介護、要

支援にならない軽減ということで、１人暮らしのお年寄り、特に男性の方だとか、そういった

方が結構増えてきていると聞いております。高齢者への支援員等の訪問によっておそらくそう

いう実態は明らかになっていると思うんですけれども、今５５人いますが、これからそういっ

た方々が配食サービスを受けなければ栄養がなかなか取れない、栄養が無いとなりますと体力

も落ちて、いろいろな病気が発生して、そして動けなくなった時には寝たきりだとか、あと筋

肉や体力が落ちて歩けなくなるとか、そういったことで重篤化するというのもあるわけです。

食欲というのはすごく大切なことだと思います。この配食サービス事業について現在５５人な

んですけれども、これの現状についてお聞かせいただきたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 竹内主幹。

○保健福祉課主幹（竹内亜希子君） 実態というか介護度別等々においては把握しておりませ

んが、必要に応じてその方々に対して配食が必要ということを検討して、利用決定をさせてい

ただいております。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） それは平素に行われている業務内容ですよね。実態としてこれか

らこういった方々が配食サービスを受けたり支援状態になられたりするような隙間部分の方と

いうのがこれから増える中でどういったことでこの対応策というものを、配食サービスという

のは事業者があって限界があるわけです。そういったことに備える体制だとか、そういった安

心した日常生活が送れるような、そしてそれに補填きちんとサービス提供できるような環境も

含めた中での取り組みを考えていかなければならないと。それは介護の担当ばかりでなくて、

包括のほうだとか、そういったネットワークの中できちんと捉えてそういうことが大丈夫なん

ですかという話です。それを聞きたいわけです。今までやっていることについては、それは対

象が出てきたら対応するというのはわかるんですけれども、その辺のことの見通しと言います

か、対応性がきちんと図って行けるんですかということを伺っているわけです。

○委員長（平澤 等君） 長内地域包括支援センター所長。

○地域包括支援センター所長（長内 京君） 道高委員の質問にお答えいたします。現在５５

名の方、実際にご利用されてますが、やはり独居の方、特に男性の方、あとは女性の方でも栄
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養状態が悪く、アセスメントシートというものを取って会議にかけるんですけれども、例えば、

半年の間に体重が２、３キロ下がってきたとか、食育が無くなって病院に入院されたとか、さ

れたあと自分では食事が作れない、あとヘルパーさんのご利用を拒否しているなど、そういう

ようなが方達いらっしゃいまして、やはり配食が必要だっていう方を会議にかけます。でも実

際はやはり独居でなかなかご自分では買い物にも行けない、作ることもできない、そういう方々

がご利用されてますが、この先も増える可能性もあります。そういうところは包括支援センタ

ーのほうで、一人一人丁寧に聞き取りしながらこの配食サービスに繋げていきたいと思ってお

ります。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 質疑を終わります。

これより討論を許します。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りいたします。

認定第４号を認定することに、ご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

よって、認定第４号平成３０年度せたな町介護保険事業特別会計歳入歳出決算は認定するこ

とに決しました。

整理番号第４、認定第５号平成３０年度せたな町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算を

議題といたします。

内容の説明を求めます。

樋口保健福祉課長。

○保健福祉課長（樋口 靖君） それでは報告書の５０ページ、介護サービス事業特別会計の

決算状況でございます。はじめに歳出からご説明いたします。１款サービス事業費、決算額５，

７９１万８，０００円、主なものといたしまして、デイサービスセンターの事業費、介護予防

支援事業費となってございます。

歳入でございますが、１款サービス収入から４款諸収入まで合計５，８２９万２，０００円

となり、歳入歳出差引３７万４，０００円が翌年度への繰越しとなったところでございます。

続きまして５１ページの主要施策効果表についてご説明をいたします。通所介護サービス事

業、決算額３，８１１万７，０００円、一般会計からの繰入金１，５２８万３，０００円、残

りは事業収入であります。要支援、要介護認定を受けた高齢者に対し入浴、食事、送迎などの

サービスを提供いたしまして、介護者の負担軽減を図ったところであります。

次に認知症共同生活介護事業、決算額６８万円、全額一般会計からの繰入金であります。認
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知症高齢者を対象としたグループホームあさなぎの指定管理者を有限会社ケアステーションせ

たなに指定し、運営及びサービスの提供を行ったものであります。

次に介護予防支援事業、決算額１，０６５万１，０００円、一般会計からの繰入金７５０万

円、残りは事業収入であります。地域包括支援センター内の介護予防支援事業所において、在

宅高齢者が要介護状態になるのを防ぐために必要なサービスを受けるよう支援を行なったとこ

ろでございます。

次に居宅介護支援事業、決算額８４７万円、一般会計からの繰入金６６２万７，０００円、

残りは事業収入であります。地域包括支援センター内の居宅介護支援事業所において、要介護

者が日常生活を送れるようサービス計画の作成、サービスの提供、調整などを行なったもので

ございます。

以上で説明を終わります。

よろしくご審議のほどお願いを申し上げます。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりましたので、歳入歳出全款一括質疑を許します。決算

書では介サ１ページから介サ１８ページになります。質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 質疑を終わります。

これより討論を許します。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りいたします。

認定第５号を認定することに、ご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

よって、認定第５号平成３０年度せたな町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算は認定す

ることに決しました。

ここで説明員交替のため暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時３４分

再開 午前１０時３５分

○委員長（平澤 等君） 休憩を解き会議を再開いたします。

整理番号第５、認定第６号平成３０年度せたな町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算を議題

といたします。

内容の説明を求めます。

丹羽建設水道課長。
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○建設水道課長（丹羽 優君） それでは５２ページでございます。簡易水道事業特別会計決

算の状況についてご説明いたします。第１９表、簡易水道施設及び業務概況については記載の

とおりでございます。

５３ページ、第２０表、簡易水道事業特別会計の決算の状況についてご説明いたします。表

の左側から説明いたします。１収益的収支（１）総収益２億４，０９６万４，０００円、（２）

総費用１億７，２３４万１，０００円、（３）収支差引６，８６２万３，０００円。

次に２の資本的収支でございます。（１）資本的収入１億３，２１０万５，０００円、（２）

資本的支出２億１，０２４万円、（３）収支差引といたしまして７，８１３万５，０００円の

マイナスでございます。

右上段にいきまして、３の収支再差引でございます。９５１万２，０００円のマイナス、５

前年度からの繰越金１，３６９万８，０００円、７形式収支４１８万６，０００円です。９実

質収支といたしまして黒字で４１８万６，０００円でございます。以下については記載のとお

りでございます。

次の５４ページ第２１表、平成３０年度末簡易水道事業特別会計地方債現在高調、第２２表、

地方債借入先別・利率別現在高の状況、次の５５ページ第２３表、年度末起債残高・元利償還

金・借入額の推移については記載のとおりでございます。

次の５６ページ第２４表、簡易水道事業特別会計主要施策効果表について説明させていただ

きます。決算書では簡水の１ページから２１ページでございます。事業名、施設改良事業で決

算額２，４２７万８，０００円、財源といたしましては、すべてその他財源でございます。

主な事業実績といたしまして、北檜山区で若松簡易水道施設改修工事１，３１７万６，００

０円、新成配水池水位調整弁改修工事１５０万１，０００円、若松簡易水道送配水管布設工事

９６０万１，０００円です。

次の簡易水道事業で決算額１，０４８万７，０００円、財源内訳といたしましては、すべて

その他財源です。実績といたしましては、瀬棚区の北島歌簡易水道非常用発電機改修工事９５

０万４，０００円、大成区で旧久遠簡易水道撤去工事で９８万３，０００円です。

以上で説明を終わります。

ご審議のほどをよろしくお願いいたします。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりましたので、歳入歳出全款一括質疑を許します。決算

書では簡水１ページから簡水２１ページになります。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） 収入のほうでやはり滞納者について民事失効の手続きなど監査か

らも指摘されておりますけれども、３０年度においてはどのような執行をされたのかと、それ

から公平公正な対応ということで、例えば強制的な給水停止だとか、そういったことが何件ぐ

らいあったのかということ、経営的にも、段々厳しいのでないかと思うんです。これはたまた

ま繰越しがあってプラスになったということですけど、これが無かったらば、また違った心配

が出てくるのかと思うわけです。その辺のことを総体的にどのように今後の簡水の経営につい
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て考えているのかということも合わせてお伺いしたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 川上主幹。

○建設水道課主幹（川上佳隆君） 今のご質問にお答えします。水道使用料金に関しては、督

促、催告、給水停止予告、そして給水停止通知書を発送のもと、昨年度は給水停止は６件行っ

ております。その６件につきましては誓約書をいただいて毎月返納に向けて当月分プラス過年

度分、滞納繰越分５，０００円とか１万円とかということで増やさないようにして、古い方も

徴収するようにと心がけているところでございます。

以上です。

○委員長（平澤 等君） 丹羽課長。

○建設水道課長（丹羽 優君） 道高委員のご質問にお答えいたします。簡易水道の運営状況

ですけれども、いずれにしても檜山で１番安い料金体系になってます。この１０月の消費税の

１０％のアップに伴いまして、基本料金が１，５９０円から１，６２０円、３０円上がること

にはなりますが、いずれにしても檜山で１番低いということで、大変経営に苦渋を来している

ところでございますけれども、簡易水道事業の運営委員会にもご説明申し上げて、いずれにし

ても値上げをしないと経営的には成り立っていかないということもございます。また令和５年

度には公営企業へ持っていかなければならないとなってますので、今後、内容について検討し

てまいりまして、値上げについてもやっていかなければならないと感じております。

以上でございます。

○委員長（平澤 等君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木正則君） 今の丹羽からも料金の見直しというふうな答弁をしたところでご

ざいますけれども、合併以来この料金の見直しというのはございません。それで今後、給水人

口なども減っていくというふうなこともございます。ここ値上げということについては、当然、

町民の皆様の理解が必要でございますので、その辺につきましては十分な説明をしながら今後

の簡易水道事業の健全な運営ということを視野に入れながら対応してまいりたいと思ってます。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） おそらく経営的に大変厳しいだろうということになるだろうなと

いう見方で話をさせてもらいましたけれども、やっぱり町民にとりましては水は命の源でござ

いますので、これはきちんとした対応をしてもらうということが原則だと思います。しかしそ

れにいたしましても１３年間ずっとそのまま維持してきたということはわかりますけれども、

これまたこれから大変だということで大幅な値上げだとか、町民生活に負担を強いるようなこ

ういったこともまた町民にとっては耳の痛い話になるわけでございますので、そこは十分に意

を持って、いろいろな意見を聞きながらあまり負担にならないような、特に年金者だとか、高

齢者だとかそういった方々にも配慮したような対応策というのも、当然に取られるだろうと思

いますけれども、その辺含めてこういったものは早目早目に情報だとか、議会へもきちんと提

供して協議をしてもらうということでいかないとならないと思いますので、その姿勢について

お伺いします。
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○委員長（平澤 等君） 丹羽課長。

○建設水道課長（丹羽 優君） 道高委員のご質問にお答えいたします。水道の関係につきま

しは国会でもいろいろ広域型とか、また民間委託ですか、そういうこともいろいろ動きがある

ようですけれども、この広い北海道にしてみるとかなり非現実的なものかなと考えてます。い

ずれにいたしましても、委員おっしゃられましたように大幅な値上げを一気にやるということ

ではなくて、段階的に引き上げていくことで町民の理解をいただいていかなければならないと

考えております。

以上でございます。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 質疑を終わります。

これより討論を許します。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りいたします。

認定第６号を認定することに、ご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

よって、認定第６号平成３０年度せたな町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算は認定するこ

とに決しました。

整理番号第６、認定第７号平成３０年度せたな町営農用水道等事業特別会計歳入歳出決算を

議題といたします。

内容の説明を求めます。

丹羽建設水道課長。

○建設水道課長（丹羽 優君） 報告書の５７ページでございます。営農用水道等事業特別会

計決算の状況についてご説明いたします。第２５表、営農用水道等施設及び業務概況について

は記載のとおりでございます。

次の５８ページ第２６表、営農用水道等事業特別会計の決算状況についてご説明いたします。

１収益的収支（１）総収益１，３３２万１，０００円、（２）総費用１，１８４万６，０００

円です。（３）収支差引といたしまして１４７万５，０００円でございます。

続きまして２の資本的収支でございます。（１）資本的収入５７９万４，０００円、（２）

資本的支出６９６万９，０００円、（３）収支差引といたしまして１１７万５，０００円のマ

イナスでございます。右上段にいきまして、３収支再差引３０万円でございます。７の形式収

支３０万円、９の実質収支で黒字で３０万円でございます。以下については記載のとおりでご

ざいます。
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次の５９ページ第２７表、営農用水道等事業特別会計主要施策効果表についてご説明させて

いただきます。決算書では営水の１ページ１５ページでございます。事業名、施設改良費事業

で決算額１１２万３，０００円、財源内訳といたしましては、全額その他財源でございます。

主な事業実績といたしまして、大成区で太田飲料水供給施設改修工事１１２万３，０００円

でございます。

以上で説明を終わります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりましたので、歳入歳出全款一括質疑を許します。決算

書では営水１ページから営水１５ページになります。質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 質疑を終わります。

これより討論を許します。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りいたします。

認定第７号を認定することに、ご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

よって、認定第７号平成３０年度せたな町営農用水道等事業特別会計歳入歳出決算は認定す

ることに決しました。

整理番号第７、認定第８号平成３０年度せたな町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算を議

題といたします。

内容の説明を求めます。

丹羽建設水道課長。

○建設水道課長（丹羽 優君） ６０ページでございます。公共下水道事業特別会計の決算の

状況についてご説明いたします。第２８表、公共下水道施設及び業務概況については記載のと

おりでございます。

６１ページの第２９表、公共下水道事業特別会計の決算状況についてご説明いたします。表

の左側から説明いたします。１収益的収支、（１）総収益１億４，２１９万５，０００円、（２）

総費用１億４，２７０万６，０００円、（３）収支差引といたしまして５１万１，０００円の

マイナスでございます。

続きまして２の資本的収支でございます。（１）資本的収入３億９４２万３，０００円、（２）

資本的支出３億９２９万２，０００円、収支差引といたしまして１３万１，０００円でござい

ます。右上段にいきまして、３収支再差引３８万円のマイナスでございます。５前年度からの

繰越金９４０万３，０００円、７形式収支９０２万３，０００円、８翌年度に繰り越すべき財



- 17 -

源４００万円、９実質収支といたしまして黒字で５０２万３，０００円でございます。以下に

ついては記載のとおりでございます。

続きまして６２ページ、第３０表、平成３０年度末公共下水道事業特別会計地方債現在高調、

第３１表、地方債借入別先・利率別現在高の状況、６３ページ第３２表、年度末起債残高・元

利償還金・借入額の推移については記載のとおりでございます。

次の６４ページにまいりまして、第３３表、公共下水道事業特別会計主要施策効果表につい

てご説明させていただきます。決算書では公下の１ページから２１ページでございます。事業

名、公共下水道事業、決算額１億５，８１５万円、財源内訳といたしまして、国道支出金６，

９１９万１，０００円、地方債６，０７０万円、その他といたしまして２，８２５万９，００

０円です。

主な事業実績です。補助事業で北檜山区、中央川排水区下水道新設工事３工区９１２万６，

０００円、下水道事業全体計画等見直業務６１５万６，０００円、北檜山下水処理場建設工事

委託業務７，８８６万円、大成区で本陣地区下水道新設工事１，７８６万３，０００円、上浦

地区下水道新設工事３工区１，９４１万８，０００円、上浦地区管渠設計調査業務７０２万円

です。次に単独事業になります。公共汚水桝新設工事北檜山区６９万１，０００円、次の６５

ページにまいりまして、同じく北檜山区その２が７２万４，０００円、同じく北檜山区その３

が４３万２，０００円、同じく北檜山その４が７３万４，０００円です。

以上で説明を終わります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりましたので、歳入歳出全款一括質疑を許します。決算

書では公下１ページから公下２１ページになります。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） 公共下水道については各３区整備をされて、だいたい補完的な工

事がそれぞれやられてるということであります。それで整備したからには、いかに供用と言い

ますか、布設して利用してもらうかということなんですけれども、そうしないと投資した分、

結局その分の収入と言いますか、利用料そういったものが結びつかないということになります。

それで各区における水洗トイレの設置率についてまずお伺いいたします。

○委員長（平澤 等君） 鈴木主幹。

○建設水道課主幹（鈴木涼平君） それでは各区ごとの水洗化の状況について説明させていた

だきます。まず北檜山処理区につきましては水洗化人口が２，６６８名、処理人口が２，８５

７名、水洗化率については９３．４％、瀬棚処理区、水洗化人口が８４８名、処理人口が１，

３５１名、水洗化率につきましては６２．８％、大成処理区、水洗化人口が５４８名、処理人

口が８２２名、水洗化率については６６．７％、全体といたしましては、水洗化人口で４，０

６４名、処理人口で５，０３０名、水洗化率といたしましては８０．８％となっております。

以上です。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。
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○副委員長（道高 勉君） ３区の水洗化率を伺いました。北檜山区については９３．４、瀬

棚と大成が６０％台ということであります。結局、確かに高齢化の関係でいろいろな事情があ

ろうかと思いますけれども、多額を投入しながら、そして快適な生活環境ということで町の大

きな目標として、整備をされてきたんですけれども、少しでも協力していただくような努力と

いいますか、そういった日頃担当課でどういった取り組みをしてきているのか。そしてまた今

後この数字がさらに増えて水洗に対応する家庭が見込まれるのかどうかということ、その辺の

基本的な見通しというもをお伺いしたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 鈴木主幹。

○建設水道課主幹（鈴木涼平君） 各住宅の水洗化、下水道への接続につきましては、工事施

工時の一番最初の段階でパンフレット等で補助金の制度ですとか、貸付金の制度そのようなも

のをＰＲしまして水洗化の促進を図っております。その後の個別訪問ですとか、はがきなど出

して、いろいろな住宅の方の事情もお聞きしながら進めているところでありますけども、どう

しても老人世帯ですとか、どうしても工事費が高いですとか、あと建て替えの予定があるとか

というとこも相当数おられます。その辺も事情はあるんですけども町としては下水道を布設し

て、このような快適な水環境の保全ですとか、生活環境の向上ですとか、その辺を説明して今

後も水洗化の加入促進に努めていきたいと考えております。

以上です。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） 水洗化されてもう１０年以上経って、水洗のトイレというものは

良い物だということは、皆さんが認識されて、しかしそれでもやはりいろいろな家庭の事情だ

とか、いろいろあろうかと思います。当初５年以内に建てればいろいろな面での助成だとか、

そういったものがありました。それを過ぎると全額負担ということだと思います。やはりせた

な町のイメージとして、クリーンなまちづくりと、水洗化を少しでも進めていくんだというこ

とになれば、ひとつの経済対策でないでしょうけれども、新しいそういった誘い水みたいな施

策も必要でないかと思います。６０％ぐらいとなりますと、本当に収入のほうが伸びなくて、

まして減って行きますから絶対。資本的な財産だけが残っていくわけです。ですから少しでも

この厳しい財政を見通した場合に、そういったことの対策を打つことによって町の負担が軽減

されていくんだということもこれからのひとつの考え方として、持って行くべきでないかと思

うわけでございますので、その点も含めて今後検討していただければと思います。

○委員長（平澤 等君） 鈴木主幹。

○建設水道課主幹（鈴木涼平君） 今後そのようなことについて検討をしていきたいと考えま

す。

以上です。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 質疑を終わります。
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これより討論を許します。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りいたします。

認定第８号を認定することに、ご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

よって認定第８号、平成３０年度せたな町公共下水道事業特別会計歳入歳出は認定すること

に決しました。

整理番号第８、認定第９号平成３０年度せたな町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算を

議題といたします。

内容の説明を求めます。

丹羽建設水道課長。

○建設水道課長（丹羽 優君） ６６ページでございます。漁業集落排水事業特別会計の決算

の状況についてご説明いたします。第３４表、漁業集落排水施設及び業務概況については記載

のとおりでございます。

６７ページ第３５表、漁業集落排水事業特別会計の決算状況についてご説明いたします。最

初に収益的収支から説明いたします。（１）総収益５１８万４，０００円、（２）総費用５１

８万３，０００円、（３）収支差引といたしまして１，０００円でございます。

続きまして資本的収支でございます。（１）資本的収入５７万３，０００円、（２）資本的

支出５７万２，０００円、（３）収支差引といたしまして１，０００円でございます。右上段

にまいりまして、３収支再差引２，０００円でございます。５前年度からの繰越金１１万２，

０００円、７形式収支１１万４，０００円、９実質収支といたしまして黒字で１１万４，００

０円でございます。以下については記載のとおりでございます。

次の６８ページ第３６表、平成３０年度末漁業集落排水事業特別会計地方債現在高調、第３

７表、地方債借入先別・利率別現在高の状況、６９ページ第３８表、年度末起債残高・元利償

還金・借入額の推移については記載のとおりでございます。

次の７０ページ第３９表、漁業集落排水事業特別会計主要施策効果表についてご説明させて

いだきます。決算書では漁集の１ページから１５ページでございます。事業名、施設維持管理

事業といたしまして、決算額３６７万２，０００円、財源内訳といたしましては、その他財源

で３２６万６，０００円、事業収入としまして４０万６，０００円、主な事業実績といたしま

しては、浄化槽清掃手数料２１５万８，０００円、これは太櫓地区、太田地区でございます。

次に合併浄化槽保守点検業務として１５１万４，０００円、これにつきましても太櫓地区、大

成地区となってございます。

以上で説明を終わります。



- 20 -

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりましたので、歳入歳出全款一括質疑を許します。決算

書では漁集１ページから漁集１６ページになります。質疑ありませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 質疑を終わります。

これより討論を許します。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りいたします。

認定第９号を認定することに、ご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

よって、認定第９号平成３０年度せたな町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算は認定す

ることに決しました。

ここで説明員の交替のため１１時１５分まで休憩をいたします。

休憩 午前１１時０５分

再開 午前１１時１３分

○委員長（平澤 等君） 休憩を解き会議を再開いたします。

整理番号第９、認定第１０号平成３０年度せたな町風力発電事業特別会計歳入歳出決算を議

題といたします。

内容の説明を求めます。

小板橋まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） それでは報告書の７１ページでございます。第４０表

の左側の表でございます。１収益的収支では総収益５，１４４万９，０００円でございます。

これは営業収益の料金収入、いわゆる北海道電力への売電収入が４，５２５万３，０００円、

その他で６１９万６，０００円、これは風車修理関係の保険金収入です。総費用では１，７０

２万２，０００円、これにつきましては営業費用で１，６６４万４，０００円、営業外費用で

は地方債利息３７万８，０００円でございます。収支差引では３，４４２万７，０００円とな

っております。

次に２の資本的収支でございますが、資本的収入はありません。資本的支出では３，４２９

万８，０００円、これは地方債償還金でございます。資本的収支の差引きはマイナスの３，４

２９万８，０００円となっております。次に右側の表ですが、３収支再差引は１２万９，００

０円となっております。４積立金は１，０００円です。５前年度からの繰越金は２５０万２，



- 21 -

０００円です。単年度の収支は２６３万円で、８の翌年度に繰り越しすべき財源となっており

ます。

続きまして７２、７３ページの第４１表から第４３表につきましては、地方債関係の資料と

なってございます。起債償還につきましては平成３０年度で終了しております。

次に７４ページです。第４４表、主要施策の効果表でございます。事業名、風力発電事業、

決算額５，１３２万１，０００円、全額事業収入でございます。洋上風車２基の稼働実績は発

電量２８１万７２１キロワットアワー、平均風速毎秒８．５メートル、売電収入は４，５２５

万２，６０２円となってございます。

事業効果といたしまして、環境に負荷をかけないクリーンエネルギーの推進及び創出等が図

られたものでございます。

以上で説明を終わります。

よろしくご審議賜りますようよろしくお願い申し上げます。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりましたので、歳入歳出全款一括質疑を許します。決算

書では風力１ページから風力１５ページになります。質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 質疑を終わります。

これより討論を許します。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りいたします。

認定第１０号を認定することに、ご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

よって、認定第１０号平成３０年度せたな町風力発電事業特別会計歳入歳出決算は認定する

ことに決しました。

整理番号第１０、認定第１１号、平成３０年度せたな町瀬棚港旅客施設事業特別会計歳入歳

出決算を議題といたします。

内容の説明を求めます。

横川水産林務課長。

○水産林務課長（横川洋二君） それでは報告書の７５ページでございます。瀬棚港旅客施設

事業特別会計の決算状況、第４５表であります。まず左側の表からでございます。１収益的収

支では、総収益２２７万９，０００円でございます。これは営業収益の料金収入、内訳はフェ

リーターミナル使用料と駐車場使用料で１７８万７，０００円、その他雑入でフェリーターミ

ナル電気料収入４９万２，０００円となっております。総費用では１５３万２，０００円、こ

れにつきましては営業費用で１５３万２，０００円でございます。収支差引では７４万７，０
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００円となっております。

次に資本的収支でございますが、資本的収入、資本的支出ともございません。次に右側の表

ですが、３収支再差引は７４万７，０００円となっております。７形式収支についても７４万

７，０００円、９実質収支についても７４万７，０００円の黒字となったところでございます。

次に７６ページ第４６表、主要成果効果表でございます。事業名、フェリーターミナル管理

費、決算額１５３万２，０００円、全額事業収入でございます。フェリーターミナル管理とし

て管理棟及び駐車場の維持管理を行ったものでございます。

以上で説明を終ります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりましたので、歳入歳出全款一括質疑を許します。決算

書では瀬棚港１ページから瀬棚港１４ページになります。

道高委員。

○副委員長（道高 勉君） ３０年度の決算については、私は同意をするものでございますけ

れども、新年度、令和元年でございますけども、結局これフェリーが来なくなって、このター

ミナル自体の今後のあり方というものがこれからまた検討されることになるのかと思いますけ

れども、その辺についてどのように考えているのかお伺いしたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 油谷係長。

○水産係長（油谷好彦君） ただいまの質問にお答えいたします。フェリーにつきましては今

年度休止ということになっておりますが、完全に航路が廃止されたわけではございません。で

すからフェリーターミナル自体につきましては、今後も利用される見込みもあるかもしれませ

んが、利用されなかった場合、その利活用につきまして検討していきたいと思います。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） 決算に基づく３０年度における事業とは、外れますけれども、３

０年度を基にした来年度以降の話ということで、今の答弁で、またフェリーが復活する可能性

があるということで今話ありましたけれども、明るい見通しということもあるのかと思います

けど、その辺の経緯、どのようなそしたら活動と言いますか、フェリーの再開に向けた取り組

みを行っているのかということについてお聞かせ願えればと思います。

○委員長（平澤 等君） 小板橋課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） 奥尻航路につきましては、今年度から５月１日から休

止という形になっていますが、奥尻江差便が生活航路で、こちらは臨時便でした。ハートラン

ドフェリーのほうで、奥尻の宿泊施設、緑館の閉館によりまして、大型バスが船で行くことが

無いということで団体客の収容が見込めないということで、今年度からの休止になってます。

奥尻、江差、せたな町３町で奥尻航路活性化協議会というのがありまして、今もせたな町はそ

れに入って同じように協議してます。それと別に檜山振興局でも奥尻島観光振興協議会があり

まして、そこにはうちの町はオブザーバーとしても参加しております。奥尻の観光振興、そし

てそれによってその宿泊施設の受け入れ体制が整ったらハートランドフェリーも再開するとい
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う話は最初からしてますので、全くこの航路が廃止という段階ではまだありませんので、これ

からの奥尻島の受け入れ体制が整えば再開ということはあり得るかと思いますので、現在は休

止という状態です。

○委員長（平澤 等君） 道高委員。

○副委員長（道高 勉君） 休止ということで、我がせたな町に取りましても大きな痛手と、

やっぱり札幌からバスが来て、そしてそれが奥尻へ渡って、そしてその帰りにまたせたなを周

りながらとか、いろいろな利点がたくさんあったと思います。江差に行くよりもせたなから行

ったほうが近くて大変良いということの利便性が確保されていた。生活航路ではございません

でしたけれども、観光航路として我が町にとりましても重要なポイントでなかったかと思うわ

けでございますので、ですから休止ということの流れでまだありませんよということでござい

ます。せたな町ばかりでなく、奥尻、江差あと檜山振興局と連携を取りながら再開に向けた努

力というものが我が町にとりましても必要なことなのかと。観光開発の整備といいますか、振

興のためにも必要な航路であるということを共有しながら取り組みを進めていただければと思

いますので、その辺最後にお伺いします。

○委員長（平澤 等君） 小板橋課長。

○まちづくり推進課長（小板橋司君） 担当としましても、この奥尻せたな航路については、

少なからず相当な町に対する影響というのはあったというのは認識しております。しかし何分

にも民間のハートランドフェリーの会社の考えですので、そして１番の要因といいますのが、

奥尻の受け入れ側の状態というのがありますので、町としましても、できる限り奥尻航路の活

性化については、今後とも関係機関とも協議しながら一緒に応援していきたいと思ってます。

○委員長（平澤 等君） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 質疑を終わります。

これより討論を許します。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りいたします。

認定第１１号を認定することに、ご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

よって、認定第１１号平成３０年度せたな町瀬棚港旅客施設事業特別会計歳入歳出決算は認

定することに決しました。

整理番号第１１、認定第１２号平成３０年度せたな町病院事業会計決算を議題といたします。

内容の説明を求めます。

西村国保病院事務局長。
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○国保病院事務局長（西村晋悟君） それでは別冊の平成３０年度せたな町病院事業会計決算

附属資料により病院事業会計について説明をさせていただきます。

委員の皆様には、既に資料の方はお目通しをいただいているものと思いますので、説明につ

きましては、各医療機関の主要施策の効果表によりさせていただきたいと思います。

それでは資料の２９ページでございます。せたな町立国保病院の主要施策の効果表でござい

ます。はじめに収益的支出でございます。決算額９億３，９８８万７，０００円、財源内訳は

国道支出金３８０万２，０００円、繰入金４億１，４８１万９，０００円、病院事業財源５億

２，１２６万６，０００円でございます。

主な事業実績では、入院診療実日数３６５日、１日平均入院患者数２９．６人、外来診療実

日数、医科２４３日、歯科２２０日、１日平均外来患者数は、以下が１０６人、歯科で１３．

７人となっております。効果表には記載しておりませんが、収益から費用を差し引いた当年度

の純利益は２，５００万８，８８９円となった次第でございます。

次に資本的支出でございます。決算額８，９０１万４，０００円、財源内訳は国道支出金４，

０００万円、地方債３，０００万円、繰入金９９６万４，０００円で、このうち一般会計分と

いたしまして８５２万４，０００円、基金分が１４４万円となってございます。病院事業財源

は９０５万円で、このうち６１７万６，０００円につきましては損益勘定留保資金からの補填

によるものでございます。

主な事業実績では、建設改良費の機器備品購入費７，６７３万４，０００円は、検体検査シ

ステムの更新及び電子カルテシステムの導入費用でございます。次に企業債償還金は１，０８

４万円、投資の１４４万円につきましては、医療職等を確保するため貸付をしております奨学

資金２名分でございます。

続きまして４９ページでございます。せたな町立国保病院瀬棚診療所の主要施策の効果表で

ございます。はじめに収益的支出では、決算額１億７，４６０万５，０００円、財源内訳は国

道支出金６５５万５，０００円、繰入金４，５０２万２，０００円、病院事業財源が１億２，

３０２万８，０００円でございます。

主な事業実績では、外来診療実日数が、医科が２１８日、歯科では２２７日、１日平均外来

患者数は、医科が４８．１人、歯科で２７．７人となっております。収益から費用を差し引き

ました当年度の純利益につきましては、５１万４，３６８円となった次第でございます。

続きまして資本的支出でございます。決算額２５万８，０００円、財源内訳は繰入金が１８

万円、病院事業財源は７万８，０００円で、全額損益勘定留保資金からの補填によるものでご

ざいます。

主な事業実績ですが、企業債の償還金２５万８，０００円となってございます。

続きまして６８ページでございます。せたな町立国保病院大成診療所の主要施策の効果表で

ございます。はじめに収益的支出でございます。決算額１億６，２２９万３，０００円、財源

内訳は国道支出金１，４３０万１，０００円、繰入金が５，４２３万９，０００円、病院事業

財源として９，３７５万３，０００円となっております。
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主な事業実績では、外来診療実日数が医科２３８日、１日平均外来患者数は、医科で３５．

１人となっております。収益から費用を差し引いた当年度の純利益では、マイナスの１７９万

９，７２０円となった次第でございます。

次に資本的支出でございます。決算額６９４万７，０００円、財源内訳は繰入金が２７５万

５，０００円、病院事業財源は４１９万２，０００円で、全額損益勘定留保資金からの補填に

よるものでございます。

主な事業実績といたしましては、企業債償還金５４８万９，０００円、建設改良費では職員

住宅のブロック塀の改修工事費として１４５万８，０００円となったものでございます。

以上で病院事業会計の説明を終わります。

よろしくご審議を賜りますようお願いを申し上げます。

○委員長（平澤 等君） 説明が終わりましたので、歳入歳出全款一括質疑を許します。決算

書では病院１ページから病院４２ページになります。質疑ございませんか。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 質疑を終わります。

これより討論を許します。

（「なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りいたします。

認定第１２号を認定することに、ご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

（「異議なし」という者あり）

○委員長（平澤 等君） 異議なしと認めます。

よって認定第１２号、平成３０年度せたな町病院事業会計決算は認定することに決しました。

以上で、本特別委員会に付託された１２会計の決算審査は終了いたしました。本委員会は全

１２会計すべて認定すべきものと決定いたしましたので、本会議にその旨報告いたします。

これをもって決算審査特別委員会を閉会いたします。

長時間にわたってご苦労さまでした。

ありがとうございました。

閉会 午前１１時３７分
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